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新 岡 垣 風 土 記  

あ
で
 

こ
れ
　
ふ
さ
 

は
く
　
ら
く
 

ぎ
ょ
う
こ
う
 

ゆ

か

り

 

お
さ
 

う
る
 
お
ぼ
 

今
回
は
ボ
タ
ン
（
牡
丹
）
の
話
で
あ
る
。

ボ
タ
ン
は
中
国
を
代
表
す
る
花
で
あ
り
、

百
花
の
王
と
も
言
わ
れ
る
。
 

　
唐
の
時
代
（
六
一
八
年
か
ら
九
○
七

年
）
、
洛
陽
の
街
は
こ
の
花
で
飾
ら
れ

て
い
た
の
で
　
洛
陽
の
花
　
の
雅
名
も

あ
る
。
 

　
わ
が
国
に
は
聖
武
天
皇
（
七
二
四
か

ら
七
四
九
年
）
の
こ
ろ
、
仏
教
の
伝
来

と
と
も
に
渡
来
し
た
と
い
う
。
 

　
ボ
タ
ン
は
古
来
、
美
人
の
艶
や
か
な

姿
に
た
と
え
て
、
「
立
て
ば
シ
ャ
ク
ヤ

ク
座
れ
ば
ボ
タ
ン
」
と
は
や
さ
れ
た
よ

う
に
豊
麗
な
花
で
あ
る
。
 

　
今
、
手
元
に
文
書
が
見
当
た
ら
な
い

た
め
、
空
覚
え
で
し
か
な
い
が
、
江
戸

の
た
ぶ
ん
半
ば
ご
ろ
、
福
岡
藩
の
家
老

が
、
遠
賀
の
山
野
で
狩
り
を
し
た
途
次

に
評
判
を
聞
い
て
、
原
村
に
あ
っ
た
ボ

タ
ン
屋
敷
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ

る
。
藩
政
期
に
は
、
い
ま
の
山
田
峠
辺

り
の
山
野
は
福
岡
藩
の
お
狩
場
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
古
文
書
で
こ

の
こ
と
を
知
り
、
こ
の
ボ
タ
ン
屋
敷
の

こ
と
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
残
念
な

こ
と
に
ボ
タ
ン
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
占
部

家
は
、
す
で
に
原
区
に
は
居
ら
れ
ず
、

家
も
な
く
空
地
に
な
っ
て
い
た
。
 

　
占
部
家
の
こ
と
は
福
岡
藩
士
加
藤
三

太
夫
一
純
が
ま
と
め
た
「
筑
前
国
続
風

土
記
」
に
出
て
い
て
、
そ
の
原
村
の
こ

ろ
に「
村
人
に
占
部
氏
な
る
も
の
あ
り
。

井
上
之
房
に
使
え
し
士
の
子
孫
な
り
。

古
文
書
を
蔵
む
」と
あ
る
。
 

　
井
上
之
房
は
、
高
倉
龍
昌
寺
の
墓
所

が
あ
り
、
黒
田
如
水
か
ら
長
政
、
忠
之

の
三
代
の
藩
主
に
仕
え
た
、
禄
高
一
万

六
千
石
の
黒
田
家
重
臣
で
あ
る
。
 

　
原
で
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
ボ
タ

ン
屋
敷
の
現
当
主
が
宗
像
市
池
浦
に
居

ら
れ
る
事
が
分
か
り
、
早
速
、
そ
の
占

部
昭
三
氏
を
訪
ね
た
。
 

　
当
時
、
小
学
校
の
教
頭
を
し
て
お
ら

れ
た
昭
三
氏
に
お
会
い
し
て
、
ボ
タ
ン

の
こ
と
を
お
聞
き
し
た
が
、
原
に
い
た

の
は
昭
三
氏
の
祖
父
有
平
さ
ん
（
原
で

は
　
伯
楽
ど
ん
　
と
呼
ば
れ
、
馬
の
鑑

定
や
売
り
買
い
を
し
て
い
た
）
ま
で
と

あ
っ
て
、
あ
ま
り
詳
し
い
話
は
聞
け
な

か
っ
た
。
た
だ
、
原
か
ら
こ
こ
に
移
植

し
た
と
い
う
数
株
の
ボ
タ
ン
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
に
止
ま
っ
た
。
 

　
そ
の
後
、
町
の
西
部
を
調
べ
て
い
る

う
ち
に
、
こ
の
原
の
ボ
タ
ン
屋
敷
か
ら

株
分
け
さ
れ
た
ボ
タ
ン
の
所
在
を
、
二

か
所
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
一
つ
は
、
内
浦
で
ボ
タ
ン
屋
敷
と
言

わ
れ
る
長
畑
東
雄
氏
宅
で
、
こ
こ
に
は

早
咲
き
と
遅
咲
き
の
そ
れ
ぞ
れ
三
十
株

ほ
ど
が
見
事
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
 

　
い
ま
一

つ
は
、
新

松
原
の
吉

田
主
税
氏

宅
の
も
の

で
あ
る
。

こ
の
二
か

所
に
ボ
タ

ン
が
株
分

け
さ
れ
た

も
の
と
は

い
え
、
か

つ
て
藩
の

家
老
も
観

賞
し
た
と
い
う
伝
統
の
ボ
タ
ン
を
受
け

継
い
で
、
今
も
そ
の
華
麗
な
容
姿
が
見

れ
る
の
は
僥
倖
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
ボ
タ
ン
は
、
樹
高
一
　
ほ
ど
の
高
さ

で
あ
る
が
、
四
月
か
ら
五
月
の
開
花
期

に
は
直
径
20
�
に
達
す
る
大
形
の
花
弁

を
惜
し
げ
も
な
く
開
く
。
 

　
花
色
は
、
紅
、
紫
、
白
、
淡
紅
色
と

あ
る
が
、
長
畑
家
の
も
の
は
、
淡
紅
色

と
遅
咲
き
が
紅
紫
色
で
あ
る
。
こ
の
ボ

タ
ン
の
樹
齢
は
、
お
そ
ら
く
二
百
年
近

く
は
経
過
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
 

　
藩
政
期
の
岡
垣
で
ボ
タ
ン
栽
植
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
原
村
の

も
の
と
、
吉
木
村
の
鐘
崎
屋
三
輪
家
の

ボ
タ
ン
園
で
あ
る
が
、
三
輪
家
も
す
で

に
無
く
屋
敷
跡
も
留
め
て
い
な
い
。
 

　
こ
の
三
輪
家
と
原
の
占
部
家
が
、
と

も
に
井
上
之
房
の
家
臣
だ
っ
た
家
で
あ

り
、
こ
の
両
家
に
共
通
し
て
ボ
タ
ン
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
な
に
か
偶
然
で
な
い

所
縁
を
感
じ
る
。
因
み
に
、
わ
が
国
で

ボ
タ
ン
の
栽
植
が
最
も
流
行
っ
た
の
は
、

徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
頃
の
宝
永
年
間（
一

七
〇
四
年
か
ら
一
七
一
一
年
）
と
い
わ

れ
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
邦
一
 

原
の
ボ
タ
ン
屋
敷
の
こ
と
 

編
集
 

後
記
 

　６月１日は何の日かご存じですか？そう、この日は岡垣

町でラブ･アース･クリーンアップ2003（海辺の清掃活動）が

あります。役場に勤め始めて１か月ちょっと、ようやく町

の行事などにも目が届くようになりました（仕事に慣れてき

たわけではありませんが…）。では、５月30日は何があるか

分かりますか？その日は、私の23回目の誕生日なんです。

今まで生きてきて、いろんなことがありました。23歳とも

なると、さすがに誕生日プレゼントは期待できません。そ

こで、今年の誕生日は、今までの自分を見つめ直す、反省

会にしようと思います。ゆっくり岡垣の地酒でも飲みつつ、

心の清掃活動と洒落込みたいところです。　　　　　(竹森) 

 

 

　新型肺炎（ＳＡＲＳ）が連日ニュースをにぎわせています。

そんな中でインターネットに載っていたニュースを紹介し

ます。 

　『中国湖北省に住む夫婦が息子に、「サダム（フセイン大統領）・

トウ・サーズ（ＳＡＲＳ）」と命名した（トウは夫婦の姓）。

漢字で、「薩達姆・トウ・非典」。息子はイラク戦争が始ま

った３月20日に誕生し、病院から自宅に連れ帰ったときに

はＳＡＲＳが猛威を振るっていた。ただ、戸籍登録で当局

に許可されないと考えた夫婦は、不本意ながら、登録用に

別の名前も考えたという。』 

　日本でも｢悪魔｣と名付けようとした親もいましたが、こ

ういった名前を付けられた子どもは将来どういった人間に

なるのでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　(村上) 

岡
垣
の
史
話
こ
ぼ
れ
ば
な
し（
３
） 

ひ 
動 

と き 
の 

（４月末） 

人口……31,181人（＋67） 

世帯数…11,142世帯（＋34） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち134人は外国人 

女性…………　　16,441人（＋40） 

男性…………　　14,740人（＋27） 

 

 

出生…22人　　  死亡…26人 

転入…194人　　転出…123人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　４月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

3月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

3月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 82件 
搬送人員　 72件 

出火件数　１件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　 293-3921

　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

咲き誇る長畑家のボタン咲き誇る長畑家のボタン 咲き誇る長畑家のボタン 

セ
ン 

チ 

メ
ー 

ト
ル 

届
け
ま
す
　
未
来
に
安
心
　
水
道
水
 

 

水
道
ま
つ
り
 

6月8日(日) 
午前9時から午後3時 

 

岡垣町浄水場 
(岡垣中学校西側)

と　き 

ところ 

国道4
95号

線 

浄水場 

中央公民館 

福
岡
方
面
↓
 

↑
北
九
州
方
面
 

国
道
３
号
線
 

岡垣中学校 

岡垣町役場 

駐車場 

サンリーアイ 

○ 

○ 
■ 

○ 

○ 

会場 
○来場者全員に、金魚すくい・わた菓
　子をプレゼント！ 
○来場者100人に抽選で、すてきな商
　品が当たります。 
○バナナのたたき売り(10時と11時の
　２回) 
※雨天でも開催します。駐車場は岡垣
　町役場をご利用ください。 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 
お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

22 18 3740

0 0 00

1 3 71

26 18 4252
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６月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

６月の行事予定 
16 
（月） 

17 
（火） 

18 
（水） 

19 
（木） 
20 
（金） 

21 
（土） 

22 
（日） 

23 
（月） 

24 
（火） 

25 
（水） 

26 
（木） 

27 
（金） 

28 
（土） 

29 
（日） 

30 
（月） 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」 

（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
福
岡
政
行
」（
白
鴎
大
学
法
学
部
教
授
）」18 
‥ 
45
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
･
春
季
大
会「
ダ
ブ
ル
ス
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）8
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制
」（
企
画
政
策
室
）（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
相
撲
連
盟
･
高
倉
神
社
夏
越
祭
相
撲
大
会（
高
倉
神
社
相
撲
場
）16 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
宮
部
条
子
･
内
野
京
子（
歌
・
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診
･
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診「
予
約
制
」※
託
児
あ
り（
い
こ
い
の
里
）
9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
今
日
は
大
漁
？
手
作
り
魚
つ
り
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 ◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
月
例
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
西
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
西
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
町
長
旗
争
奪
戦
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
一
般
男
子
大
会（
町
民
体
育
館
　
ほ
か
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
卓
球
連
盟
・
ラ
ー
ジ
・
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
ェ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
弓
道
連
盟
･
高
倉
神
社
夏
越
祭
東
西
対
抗
百
射
会（
高
倉
神
社
弓
道
場
）9
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
高
塔
山
散
策（
若
松
）8
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
智
賀
流（
智
賀
聖
菊
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
町
長
旗
争
奪
戦
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
ほ
か
）
７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
一
般
女
子
大
会（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

○国民年金保険料………６月分 

○保育料…………………６月分 

○町営住宅家賃…………６月分 

○固定資産税……………１期分 

○国民健康保険税………１期分 

○町県民税………………１期分 

○心配ごと相談…… 

　13日（金）「いこいの里」 

　20日（金）「東部公民館」 

　27日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　13日（金）・27日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　13日（金）・27日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》 
 

駅前ぎゃらりー 
６月上旬 
……『24時間駅伝参加しました！ 
　　「岡垣町ふれあいチーム」』 
６月下旬 
……『岡垣写真同好会写真展』 
 

税
金
は
　
暮
ら
し
を
守
る
　
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
　
小
平
　
直
矢
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
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　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が4月22日に告示、日に告示、2727

日に投票の日程で行われ、日に投票の日程で行われ、18の議席に、21人の立候補の届け出が人の立候補の届け出が

ありました。今回の選挙の投票率は、ありました。今回の選挙の投票率は、68.48パーセントで、前回パーセントで、前回

の選挙よりの選挙より4.68パーセント減少しました。パーセント減少しました。 

　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、1818人の岡垣町議会議員人の岡垣町議会議員

が決まりました。が決まりました。 

　今回は、当選した　今回は、当選した18人のみなさんの声を聴いてみました。人のみなさんの声を聴いてみました。 

（五十音順・敬称略）（五十音順・敬称略） 

　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が4月22日に告示、27

日に投票の日程で行われ、18の議席に、21人の立候補の届け出が

ありました。今回の選挙の投票率は、68.48パーセントで、前回

の選挙より4.68パーセント減少しました。 

　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、18人の岡垣町議会議員

が決まりました。 

　今回は、当選した18人のみなさんの声を聴いてみました。 

（五十音順・敬称略） 

18人の町議会議員が 
決まりました！ 

 

18人の町議会議員が 
決まりました！ 

 

大
堂
　
圏
治
（
60
歳
）
 

無所属 
南山田区 

　
変
革
に
適
応
で
き
る
行
政
を
!
①
行
財
政
と
議
会

の
改
革
②「
心
の
豊
さ
」を
創
る
町
へ
③
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
④
環
境
行
政
の
充
実
と
促
進
⑤
地
域

循
環
バ
ス
の
運
行
実
現
⑥
住
民
参
画
で
、
「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
 

久
保
田
秀
昭
（
52
歳
）
 

日本共産党 
南高陽区 

　
公
約
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
住
民
の
み
な

さ
ん
の
誠
実
な
声
が
反
映
さ
れ
る
議
会
、
民
主
主
義

が
大
事
に
さ
れ
る
議
会
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
に
な
る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
 

市
津
 
広
海
（
47
歳
）
 

無所属 
原　区 

　
緑
豊
か
な
町
の
継
続
と
、
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
自
立
が

基
本
の
中
、
行
政
財
政
改
革
の
断
行
、
合
併
の
推
進

に
よ
り
、
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
に
努

め
ま
す
。
 

木
原
 
信
次
（
57
歳
）
 

無所属 
海老津区 

　
私
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
を
築
き
、
子

ど
も
た
ち
に
、
輝
け
る
未
来
を
提
供
し
て
い
き
た
い
、

と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
一
生
懸
命
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

勢
屋
 
康
一
（
67
歳
）
 

無所属 
高陽区 

　
今
日
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
岡
垣
を
み
つ
め
て
参
り
ま
す
。
 

　
汗
を
流
し
た
人
が
む
く
わ
れ
る
社
会
づ
く
り
･
四

町
合
併
の
推
進
･
地
産
地
消
･
漁
場
の
整
備（
貝
類
）

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

石
井
 
要
祐
（
66
歳
）
 

無所属 
新海老津区 

　
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
の
地
方
自
治
の
繁
栄
は

行
政
改
革
と
合
併
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
を

図
る
こ
と
が
必
至
と
考
え
る
。
岡
垣
町
の
将
来
が
希

望
も
て
る
よ
う
執
行
部
の
努
力
と
共
に
議
会
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。
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曽
宮
 
良
壽
（
54
歳
）
 

無所属 
百合ヶ丘区 

　
福
祉
、
環
境
、
教
育
大
き
な
こ
れ
か
ら
の
課
題
解

決
に
は
、
行
政
、
議
会
、
町
民
の
皆
様
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

　
住
み
た
い
ま
ち「
お
か
が
き
」目
指
し
て
、
汗
を
か

き
ま
す
。
 

西
田
 
陽
子
（
53
歳
）
 

無所属 
手野区 

 「
暮
ら
し
の
視
点
を
町
政
に
」岡
垣
町
の
健
康
で
し

た
た
か
な
　
住
民
力
　
を
実
感
し
た
選
挙
で
し
た
。

く
ら
し
は
政
治
、
政
治
は
く
ら
し
で
す
。
住
民
の
声

が
反
映
さ
れ
、
議
会
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
ガ
ラ
ス
張
り
町
政
を
目
指
し
ま
す
。
 

松
井
　
弘
彦
（
60
歳
）
 

無所属 
戸切区 

　
岡
垣
は
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た

緑
豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
岡
垣
町
議
会
議
員

の
一
人
と
し
て
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
岡
垣
の
発

展
に
頑
張
り
ま
す
。
 

 

竹
井
　
和
明
（
74
歳
）
 

無所属 
手野区 

　
現
在
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
子
ど
も
に
残
す
た
め
、

「
人
と
自
然
に
や
さ
し
く
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

田
園
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
町
内
の
皆
様
の
代

弁
者
と
し
て
、
ま
ず
四
町
合
併
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。
 

平
山
 
 
弘
（
63
歳
）
 

日本共産党 
高陽区 

　「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
町
。
清
潔
（
汚
職
･
腐
敗

が
な
い
）で
住
み
よ
い（
く
ら
し
･
福
祉
･
教
育
を
優

先
し
、
自
然
環
境
を
守
る
）町
。
 

　
農
漁
業
･
商
工
業
が
活
き
い
き
し
て
、
経
済
的
･

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
に
光
が
あ
た
る
町
。
 

三
角
　
善
彦
（
31
歳
）
 

無所属 
東海老津区 

　
岡
垣
町
民
の
皆
様
の
気
持
ち
を
活
力
に
し
て
、
い

ま
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
足
下
か
ら
始
め
ま
す
。
 

　
私
は
、
町
民
の
皆
様
方
に
、
元
気
･
笑
顔
･
喜
び

を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

竹
内
　
和
男
（
53
歳
）
 

公明党 
高尾区 

　
今
選
挙
は
、「
疾
風
に
勁
草
の
感
」で
、
激
戦
で
あ

り
ま
し
た
。
町
政
課
題
に
対
し
、
更
な
る
研
鑽
を
つ

み
、
皆
様
の
真
心
に
お
応
え
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
 

早
川
 
達
生
（
65
歳
）
 

無所属 
高倉区 

　
住
み
つ
づ
け
た
い
町
･
岡
垣
と
合
併
問
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
地
方
自
治
を
取
り
ま
く
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
経
験
を
活
か

し
、
行
財
政
改
革
と
郡
内
一
番
の
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
 

矢
島
　
惠
子
（
62
歳
）
 

無所属 
野間二区 

　
町
政
の
主
権
者
は
町
民
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

住
民
の
代
弁
者
と
し
て
真
に
誠
実
、
信
念
、
行
動
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
･
環
境

･
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

土
屋
　
清
資
（
65
歳
）
 

公明党 
高陽区 

　
私
が
皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
事
を
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

　
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
と
安
全
、
希
望

の
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
声
を
思
い
を
町
政
に

反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
 

細
川
　
光
利
（
63
歳
）
 

無所属 
高陽区 

　
今
日
ほ
ど
団
体
自
治
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
方
自

治
の
本
旨
を
守
る
と
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
町
政
、

町
行
政
の
主
体
性
の
確
立
、
町
議
会
の
責
任
と
役
割

が
重
要
で
す
。
議
会
の
活
性
化
の
た
め
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
 

山
田
　
　
一
（
60
歳
）
 

無所属 
三吉区 

　
私
の
政
治
信
条
で
あ
る「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
誠
実
、
公
正
な
活
動
で
、
自
然
豊

か
な
岡
垣
を
守
り
、
元
気
な
町
作
り
を
目
指
し
ま
す
。
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人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

東
松
原 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
糠
塚 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
原
、
内
浦 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

波
津
、
原
、
吉
木
、
高
倉
、
高
塚 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉
、
上
高
倉 

吉
木
、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、
野
間
一
、 

野
間
四
、
旭
台 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
高
倉
、
上
高
倉
、
高
塚
、
塚
原
、 

新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（火） 

４ 
（水） 

６月の行事予定 
１ 
（日） 

２ 
（月） 

５ 
（木） 

６ 
（金） 
７ 
（土） 

８ 
（日） 

９ 
（月） 

10 
（火） 

11 
（水） 

12 
（木） 

13 
（金） 

14 
（土） 

15 
（日） 

◎
ラ
ブ
ア
ー
ス
･
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
０
３（
岡
垣
町
海
岸
線
一
帯
）9
‥ 
00
〜
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
５
回
春
季
大
会「
町
長
杯
」（
ウ
ェ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
春
季
大
会「
３
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
･
町
民
シ
ン
グ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
郡
民
体
育
大
会
予
選
大
会（
町
民
体
育
館
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

  ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

 ◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥
00 
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
福
士
豊
一（
津
軽
三
味
線
・
津
軽
民
謡
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
卓
球
連
盟
･
春
季
大
会（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
裕
寿
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏
春
日
流（
春
日
寿
聖
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
･
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
遠
藤
剛
史
＆
奥
野
か
お
り
フ
ル
ー
ト
＆
 

　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
水
道
ま
つ
り（
岡
垣
町
浄
水
場
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
22
回
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
杯（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
陸
上
競
技
連
盟
･
岡
垣
町
陸
上
競
技
記
録
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
･
春
季
大
会（
町
民
体
育
館
）9
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
松
井
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 
 

６
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930
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第131回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～季節の食材を取り入れて～ 

①かしわとフキ入りちらしずし 
②あさりのうしお汁 
③レンコンとアスパラの辛し味噌あえ 
 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

※3つの献立の中から①と③を紹介します。 

○米300�○A＝･酒大1･酢400cc・砂

糖20�･塩小4分の3○ニンジン30�○

シイタケ1枚○ゴボウ30�○かしわ、

フキ、たけのこ各30�○B＝･出し汁適量

･砂糖･ミリン･酒各小1･醤油小2○サラ

ダ油大2○卵1個○ニンジン、レンコン

各20�○絹さや15

《③の材料4人分》 
○レンコン180　○グリーンアスパラ

20　○みそ20　○砂糖小1○練りがら

し少々 

①米は30分前に洗って普通に炊く。 

②ニンジンは千切り、ごぼうはささがき、

　しいたけは戻して千切り。たけのこ

　はゆでて千切り。フキは塩もみして

　さっとゆで、皮を取って小口切り、

　かしわは1�角切りにする。 

③サラダ油でゴボウ、かしわを炒め、

　ほかの②も入れてBで煮る。 

④卵は金糸卵、ニンジンは花形に抜い

　て薄切りにしてゆでる。レンコンは

　ゆでて薄切りにし、穴の周りを取っ

　て花形に切り甘酢漬け。絹さやも色

　よくゆでて斜め切りにしておく。 

⑤炊きあがった①にAと③を混ぜる。 

⑥器に盛り、④を飾り付ける。 

《③の作り方》 
①レンコンは皮をむき、アクを抜いて

　縦２から４割りにし、酢水でゆでる。

　冷めてすりこぎで叩き、一口大の乱

　切りにする。 

②アスパラはハカマを除いてゆで、1.5

　　に切る。 

③味噌、砂糖を火にかけて練り、火を

　止めて酢とからしを混ぜる。 

④①と②と③であえる。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

セン 
チ 

セン 
チ 

11

あ
た
た
か
い
目
で
見
守
ろ
う
小
さ
な
い
の
ち 

 

　
平
成
14
年
度
、
岡
垣
町
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
１
８
８
人
。
今
日
も
町
の
あ
ち
ら 

こ
ち
ら
で
元
気
な
泣
き
声
と
そ
の
声
に
答
え
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
忙
し
い
日
々
を 

過
ご
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
核
家
族
化
、
少
子
化
が 

進
む
中
、
育
児
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
や
情
報
も
増
え
る
一
方
で
戸
惑
わ
れ
て
い 

る
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
る
か
も
。
今
ど
き
の
育
児
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み
ま 

し
ょ
う
。 

 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

ＡとＢどちらが正しいでしょうか？ 

Ａ 

①赤ちゃんの肌着は 

②おむつの色は 

③果汁や湯ざましは 

④離乳のはじめの魚は 

⑤薄着で育てる方が 

⑥赤ちゃんの入浴は 

⑦日光浴は 

⑧卵の黄身は 

⑨クーラーがあ 
った方が発育に 

⑩おむつは 

木綿がよい 

白がよい 

与えるべきである 

白身がよい 

よ　い 

毎日がよい 

した方がいい 

白身より安全 

よ　い 

布がよい 

木綿でなくてよい 

白でなくてもよい 

必ずしも与えなくてもよい 

赤身でもよい 

それほどでもない 

毎日でなくてもよい 

しなくてもかまわない 

白身と同程度である 

変わりがない 

紙でもよい 

Ｂ 

※Ａの答えは基本的に言われているものですが、Ｂでも間違いではあ 
　りません。 
育児は考え方に幅をもたせて、あまりかしこまらずにまいりましょう。 

○
１
歳
ま
で
の
育
児
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
は「
母
乳
」、「
抱
く
」、「
語
り
か
け
る
」 

　
生
後
６
か
月
ま
で
に
形
成
さ
れ
る
人

を
愛
し
、
愛
さ
れ
、
信
頼
す
る
能
力（
基

本
的
信
頼
感
）は
、『
母
乳
、
抱
く
、
語

り
か
け
る
』こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
を
力
強
く
生
き

抜
く
た
め
の
心
の
元
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
抱
い
た

り
、
語
り

か
け
る
機

会
を
奪
う

お
し
ゃ
ぶ

り
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
は
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
が
ス
ト
レ
ス
に

弱
い
形
で
発
達
を
す
る
の
で
、
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
抱
き
癖
は
赤

ち
ゃ
ん
の
心
が
よ
く
育
っ
た
証
拠
で
す

か
ら
、
育
児
疲
れ
の
お
母
さ
ん
に
は
周

囲
の
人
々
が
そ
っ
と
抱
っ
こ
の
手
を
差

し
の
べ
ま
し
ょ
う
。
昔
な
が
ら
の
お
ん

ぶ
も
い
い
も
の
で
す
。 

　
母
乳
育
児
も
あ
せ
っ
て
は
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
お
話
し
し
な

が
ら
繰
り
返
し
授
乳
し
ま
し
ょ
う
。
周

り
の
人
も
「
お
乳
が
足
り
て
な
い
の
じ

ゃ
な
い
」
な
ど
と
お
ど
か
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。
た
と
え
少
し
足
り
な
い
お

っ
ぱ
い
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
は
う
れ
し
い

も
の
で
す
。 

○
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群 

　
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
、
原
因
も
な

い
の
に
あ
る
日
突
然
亡
く
な
る
、
と
て

も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
乳
幼
児
に
起
こ

る
こ
の
病
気
を
減
ら
す
た
め
に
は
い
く

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

        

○
幼
児
の
事
故
予
防 

　
１
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
死

亡
原
因
の
第
一
位
は「
不
慮
の
事
故
」で

す
。
病
気
で
亡
く
な
る
事
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
事
故
死
や
ケ
ガ
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
家
族
全
員
で
事
故
防
止

の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
応

急
処
置
に
よ
り
助
か
る
命
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
毎
年
７
月
の
に
こ
に
こ
育
児
サ

ー
ク
ル
で
、
子
ど
も
の
応
急
処
置
と
事

故
防
止
の
講
習
会
を
消
防
署
の
協
力
を

得
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
に
接
す
る
の
は
わ
が
子
が
初

め
て
と
い
う
事
も
多
い
時
代
。
親
子
の

出
会
い
の
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
子
ど
も
の
育
ち
や
性
格
は
み
ん
な
違

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
親
の
性
格
も
違
っ

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
性
格
を
理
解
し
、

わ
が
家
風
の
子
育
て
を
見
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。 

こ
ど
も
未
来
課
助
産
師
　
吉
松
　
成
子 

たばこをやめよう。妊娠中も 
生れてからも家族全員ででき 
るだけ禁煙を 

あおむけ寝で育てる 

体の温め過ぎに 
気を付けて 

長時間赤ちゃんを 
１人にしないで 

できるだけ 
母乳で育てる 
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川

原

方

人
 

 

桜
桃
の
咲
く
ひ
と
と
こ
ろ
い
ち
は
や
く

夜
の
明
け
わ
た
り
小
鳥
飛
び
か
ふ
 

咲
き
満
て
る
辛
夷
の
下
に
出
勤
の
公
子

な
ら
ざ
る
吾
子
を
見
送
る
 

夕
さ
り
て
ミ
モ
ザ
の
花
の
降
る
下
に
昔

へ
戻
る
道
を
尋
ね
む
 

祈
り
た
る
こ
と
に
は
触
れ
ず
連
れ
立
ち

て
桜
並
木
の
坂
道
降
る
 

花
の
雨
し
み
ら
に
降
り
て
夕
闇
に
ク
レ

ー
ン
の
影
黒
く
聳
ゆ
る
 

飛
び
た
ち
し
鳩
の
羽
風
に
ひ
と
し
き
り

桜
蕊
降
る
参
道
に
立
つ
 

霞
濃
き
海
に
飛
び
た
る
蒲
公
英
の
夢
は

い
づ
く
の
野
辺
に
開
か
む
 

ラ
イ
ラ
ッ
ク
剪
り
束
ね
た
る
枝
先
に
雨

蛙
な
ほ
去
り
が
て
に
ゐ
る
 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

俳
　
　
句 木

綿
間
俳
句
会 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

　参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
域の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名も
可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

大
阿
蘇
を
正
面
の
大
桜
か
な
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
刈
　
文
枝
 

乗
っ
て
来
し
船
の
居
据
る
浅
蜊
掘
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
久
美
子
 

帽
子
取
り
ふ
か
ぶ
か
と
辞
儀
入
学
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
静
子
 

孕
み
猫
海
人
の
膝
へ
と
甘
へ
寄
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和
恵
美
子
 

   子
に
甘
ヘ
露
天
温
泉
花
八
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
き
く
え
 

み
く
ま
り
の
神
よ
り
も
ら
ふ
植
田
水
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
き
よ
み
 

籠
の
目
を
抜
く
る
川
風
土
筆
つ
む
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
田
鶴
子
 

谷
よ
り
の
風
を
脊
に
し
て
花
見
の
座
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
　
清
子
 

   た
ゆ
た
ふ
て
漁
る
ひ
と
り
鳥
雲
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
淑
子
 

夕
東
風
や
男
波
綾
な
す
響
灘
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
　
博
 

春
の
川
水
か
げ
ろ
へ
る
橋
の
裏
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
形
サ
ダ
エ
 

霊
山
の
処
々
抜
ん
出
る
花
の
彩
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
内
ヨ
シ
子
 

握
り
た
て
の
初
筍
の
匂
ひ
か
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
　
博
之
 

ど 

く 

し 

の 
や 

私

書

箱
 

地域ぐるみの楽しい一日 
手野区グラウンドゴルフ大会 

 

未来に残そう 
青い海 

【写真と原稿は手野区長堀克之さんの提供】 

波津の海岸沿い波津の海岸沿い 波津の海岸沿い 

桜

蕊

降

る
 

　青く美しい海を未来の人たちに残す

のは現在の私たちの責任です。 

　海上保安庁では、6月5日から11日ま

での１週間を「海洋環境保全推進週間」

とし、『未来に残そう青い海』をスロー

ガンに海洋環境保全運動を推進します。 

　美しい玄海灘と海岸を守るため、生

活上身近なプラスティック類や空き缶

などのゴミを、川や海に捨てることなく、

海を汚さないようにご協力をお願いし

ます。 

　また、海にゴミを捨てる人を見たり、

油が浮いているのを発見した場合などは、

若松海上保安部(�761-4353)または、
局番なし電話番号｢118｣に通報してく

ださい。 

さ
く
ら
 
 
 
し
べ
 
 
 
ふ
 

こ
ぶ
し
 

あ
　
こ
 

そ
び
 

き
 

た

ん

ぽ

ぽ
 

　4月29日のみどりの日に、内浦小学

校で手野区グラウンドゴルフ大会を開

催しました。薄日の差す空の下、各隣

組対抗で行い、賞品も用意していたこ

ともあり、大変盛り上がりました。優

勝は久世ノ原上組で、個人一位とホー

ルインワン賞は、木村守さんがダブル

受賞しました。そのほかにも多くの受

賞者がでて、区民の親睦も深まったと

ても楽しい一日でした。 
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　アフリカへ毛布を送る運動を行っています。今、

自然災害や紛争のために家もなく不自由な生活を

しているアフリ

カの人たちに送

る毛布を集めて

います。ご協力

いただける毛布

がありました

ら、取りに伺い

ますので６月８

日までに立正佼

成会小倉協会遠

賀道場�282－

0611へご連絡

よろしくお願い

します。 

　岡垣郵便局では、４月21日に樋　町長をはじめとした

多くのみなさんを来賓としてお迎えし、第70回郵政記念

日記念式典を行いました。70回目となる今回は、コロンビ

ア出身のキンテー

ロ・エスティノーサ・

ルース・アンジェ

リカさんを一日郵

便局長としてお迎

えしました。アン

ジェリカさんは郵

便局内を見学した

あと、窓口ロビーで、

花の苗を手渡しで

配っていただき、

お客様にたいへん

喜んででいただき

ました。 

　４月27日、卓球教室を

開催しました。小学生、中

学生を含めた約70人が

参加し、楽しい１日を過

ごしました。 

　自然体での卓球がいか

に大切か、教室のコーチ

は子どもたちにも分かりやすく話していました。 

　　ラージボールを始めませんか？ 

卓球よりひと回り大きなボールで行うラージボールが普及しはじめ、各地で大会などが行われて

いますが、岡垣町でも教室を始めています。毎週木曜日の夜８時から10時にウエーブアリーナで

行っています。会費は町内在住者は月に千円です。興味のある人は一度見学に来てみませんか？ 

問い合わせは、岡垣町卓球連盟会(西村)�282-5107へ　　　　 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

短
　
　
歌 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

川
　
　
柳 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
人
の
作
品 

骨
折
交
通
事
故
同
室
の
 

　
　
他
の
四
人
は
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
　
政
平
　
 

蕎
麦
打
ち
の
極
意
に
迫
る
技
の
手
は
 

　
　
　
　
　
刃
音
き
ざ
み
音
熟
練
の
味
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
敏
夫
 

  何
鳥
か
ピ
ー
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
と
し
鳴
き
て
 

　
　
　
今
日
の
私
を
な
ぐ
さ
め
く
れ
る
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
清
美
 

見
つ
め
合
ひ
愛
を
踊
れ
と
レ
ッ
ス
ン
の
 

　
キ
ュ
ー
バ
ン
ル
ン
バ
に
年
を
忘
る
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
京
子
 

わ
が
庭
に
桜
の
花
び
ら
敷
き
つ
め
て
 

　
　
　
春
の
あ
ら
し
は
通
り
過
ぎ
た
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
光
代
 

桜
花
見
れ
ば
春
の
愁
い
か
現
し
世
の
 

　
　
　
向
こ
う
に
逝
き
し
人
々
の
顕
つ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子
 

捨
て
ら
れ
し
子
猫
三
匹
公
園
の
 

　
隅
に
よ
り
そ
い
は
げ
し
く
泣
き
交
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
文
子
 

    戦
争
の
罪
に
時
効
は
つ
か
ぬ
も
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
彦
 

腰
車
ア
テ
ネ
へ
続
け
や
わ
ら
ち
ゃ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
哲
哉
 

裏
切
ら
れ
読
む
気
に
な
っ
た
約
款
書
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
よ
う
子
 

急
か
さ
れ
て
や
っ
と
あ
が
っ
た
重
い
腰
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
松
　
　
碧
 

PN．夜々瀬灰人▲ 

PN．大福▲ 

5

卓球教室を 
 開催しました！ 

 

アンジェリカさん1日郵便局長に！ 
第70回郵政記念日記念式典 

 

暖かい毛布と優しさ届けたい 

【原稿と写真は、岡垣町卓球連盟高崎さんの提供】 

【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】 

 

【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】 
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平成15年４月から国民年金額が改正されます 
 １．新法国民年金額〔（ 　）内は月額〕 

種　　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

種　　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

老齢基礎年金 804,200円（67,017円） 797,000円（66,417円） 

障害基礎年金　　１級 
　　　　　　　　２級 

    1,005,300円（83,775円） 
804,200円（67,017円） 

996,300円（83,025円） 
797,000円（66,417円） 

遺族基礎年金 
（妻と子１人の場合） 
（子１人の場合） 

1,035,600円（86,300円） 
804,200円（67,017円） 

1,026,300円（85,525円） 
797,000円（66,417円） 

２．旧法国民年金額〔（ 　）内は月額〕 
 種　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

３．年金法改正に伴う各種手当月額の改正 

老齢年金 

412,000円（34,333円） 

10年年金　488,600円（40,717円） 

5年年金　415,800円（34,650円） 

408,300円（34,025円） 

10年年金　484,200円（40,350円） 

5年年金　412,100円（34,342円） 

障害年金 
  １級障害  1,005,300円（83,775円） 
２級障害    804,200円（67,017円） 

１級障害　996,300円（83,025円） 
２級障害　797,000円（66,417円） 

母子年金 

基本額　　804,200円（67,017円） 
 
加算額 
（2人目の子）231,400円（19,283円） 
（3人目から）　77,100円（6,425円） 
 
母子加算　231,400円（19,283円） 

基本額　　797,000円（66,417円） 
 
加算額 
（2人目の子）229,300円（19,108円） 
（3人目から）　76,400円（6,367円） 
 
母子加算　229,300円（19,108円） 

遺児年金 

基本額　　804,200円（67,017円） 
加算額 
(2人目の子) 231,400円（19,283円） 
(3人目から) 　77,100円（6,425円） 

基本額　　797,000円（66,417円） 
加算額 
（2人目の子）229,300円（19,108円） 
（3人目から）　76,400円（6,367円） 

老齢福祉年金 
全額支給　412,000円（34,333円） 
一部支給　317,300円（26,442円） 

全額支給　408,300円（34,025円） 
一部支給　316,100円（26,342円） 

※物価スライドについて　 

 　国民年金は「物価スライド制」があり、全国消費者物価指数の変動にあわせて年金額が改正されます。 

　平成14年平均の全国消費者物価指数（総合指数）は、前年比0.9　の下落となり、特例措置がとられて 

　きた平成11年から平成13年の下落分（1.7　）とをあわせて、平成15年度年金額は、2.6　の引き下げ 

　となるが特例措置により平成14年の下落分のみの改定となっています。 

 　年金額改定通知書は、6月上旬に社会保険庁から送付されます。 

①　特別児童扶養手当　１級 

　　　　　　　　　　　２級 

51,550円 

34,330円 

51,100円 

34,030円 

②　特別障害者手当  26,860円 26,620円 

③　障害福祉手当 14,610円 14,480円 

④　経過的福祉手当 14,610円 14,480円 

 ※問い合わせ：①　こども未来課　　②～④　健康福祉課 

国

民年金

○問い合わせ 
　住民課国保年金係へ 

パー 
セント 

パー 
セント 

パー 
セント 
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あ
ん
ず
の
会  

押
し
花
絵
教
室 

岡
垣
町
婦
人
会 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
　
　
　
　
婦
人
会
の
留
袖 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ 

ー
ト「
遠
藤
剛
史
＆
奥
野
か
お
り 

フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

　
　
　
　
　
新
規
受
講
生
募
集 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
10
 

周
年
記
念
企
画
「
私
の
好
き
な 

本
」
応
募
の
結
果
発
表 

新
規
採
用
職
員
の 

　
　
紹
介
を
し
ま
す 

竹森　太陽 
地域づくり課 

　｢

明
る
く
元
気
に
！｣

が
モ
ッ
ト

ー
の
竹
森
太
陽
で
す
。
遠
賀
町
か

ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。
笑
顔
を
忘

れ
ず
に
心
を
込
め
て
仕
事
を
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

岩崎　成美 
こども未来課東部保育所 

 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
東

部
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
岩

崎
で
す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、
「
木
を

見
て
森
を
見
ず
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

亀田　真美 
社会教育課 

　
入
庁
し
て
１
か
月
た
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
事
も
多

く
、
失
敗
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

１
日
も
早
く
住
民
の
み
な
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

   

と
　
き
　
毎
月
第
１･

２
日
曜
日

の
午
後
１
時
か
ら
４
時 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館 

月
　
謝
　
千
円(

入
会
金
無
料) 

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
　
神
谷

�
２
８
２-

０
８
７
７
ヘ 

    

　
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
婦

人
会
の
留
袖
は
ご
利
用
し
や
す
い

価
格
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
婦
人
会（
東

部
公
民
館
）�
２
８
２-

４
４
３
８
へ 

     

と
　
き
　
６
月
13
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

出
演
者
　
福
士
豊
一
（
津
軽
三
味

線
・
津
軽
民
謡
） 

曲
　
目
　
津
軽
あ
い
や
節
　
ほ
か 

※ 

入
場
無
料 

   

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
音
楽
家
の

演
奏
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ

い
。 

と
　
き
　
６
月
14
日（
土
）午
後
７
時 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル（
全
席
自
由
）

※ 

要
会
員
券 

   

○
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

〜
配
色
レ
ッ
ス
ン
〜 

と
　
き
　
７
月
か
ら
の
第
２
・
４

金
曜
日
①
午
後
１
時
か
ら
３
時
②

午
後
７
時
か
ら
９
時 

と
こ
ろ
　
①
２
０
３
会
議
室
②
２

０
４
会
議
室 

講
　
師
　
村
上
真
弓 

入
会
金
　
二
千
七
百
五
十
円 

受
講
料
　

一
万
六
千
五
百
円（
３
か

月
） 

維
持
費
　
六
百
円(

３
か
月) 

教
材
費
　
約
三
千
六
百
円（
３
か
月
） 

定
　
員
　
各
10
人 

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
・

は
さ
み
・
色
鉛
筆
・
ペ
ー
パ
ー
ボ

ン
ド
ま
た
は
、
の
り 

締
め
切
り
　
７
月
８
日（
火
） 

※
申
し
込
み
は
、
窓
口
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

   

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
応
募
総
数
79
点
の
中
か
ら
厳

正
な
る
抽
選
の
結
果
、
10
人
が
当

選
さ
れ
、
賞
品
と
し
て
図
書
券（
三

千
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
し
た
。
当
選
者
は
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

○
上
林
正
治
郎
さ
ん
○
嘉
村
玲
子

さ
ん
○
小
野
木
か
お
る
さ
ん
○
武

智
祐
耶
さ
ん
○
佐
々
木
美
保
子
さ

ん
○
下
川
陽
子
さ
ん
○
重
留
浩
治

さ
ん
○
西
嘉
文
さ
ん
○
久
藤
崇
晃

さ
ん
○
吹
田
隼
人
さ
ん 

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
原
稿
は
冊

子
に
し
て
、
７
月
か
ら
図
書
館
受

付
で
ご
希
望
の
人
に
差
し
上
げ
ま

す
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。 

  

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
４
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
川
原
ト
モ
ヱ
　
様（
高
尾
） 

　
故
　
川
原
　
毅
士 

様
　
47
歳 

○
鐘
ケ
江
辰
江
　
様（
百
合
ヶ
丘
） 

　
故
　
鐘
ケ
江
正
雄 

様
　
90
歳 

○
柴
田
　
　
悟
　
様（
山
田
峠
） 

　
故
　
柴
田
ス
ミ
コ 

様
　
87
歳 

○
松
本
眞
由
美
　
様（
南
山
田
） 

　
故
　
松
本
　
武
信 

様
　
63
歳 

○
立
石
　
瑞
惠
　
様（
鍋
田
） 

　
故
　
立
石
　
秀
樹 

様
　
48
歳 

○
丸
山
　
英
樹
　
様（
福
岡
市
） 

　
故
　
桃
川
　
幸
雄 

様
　
77
歳 

○
麻
生
　
正
之
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
麻
生
カ
ネ
子 

様
　
96
歳 

○
梅
野
　
　
實
　
様（
東
黒
山
） 

　
故
　
梅
野
フ
ジ
ヱ 

様
　
94
歳 

○
野
田
　
正
春
　
様（
海
老
津
） 

　
故
　
野
田
　
久
子 

様
　
66
歳 

○
小
野
　
信
義
　
様（
東
黒
山
） 

　
故
　
小
野
　
昌
惠 

様
　
86
歳 

○
石
田
　
フ
ジ
　
様（
波
津
） 

　
故
　
石
田
冨
士
雄 

様
　
83
歳 

○
山
田
千
佐
代
　
様（
新
海
老
津
）

　
故
　
畑
　
　
茂
己 

様
　
73
歳 

○
中
村
　
正
勝
　
様（
鍋
田
） 

　
故
　
中
村
ア
ヤ
子 

様
　
76
歳 

 

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
深
田
　
　
信
　
様 

○
麻
生
　
正
之
　
様 

○
丸
山
　
英
樹
　
様 

○
梅
野
　
　
實
　
様 

○
石
田
　
フ
ジ
　
様 

○
小
野
　
信
義
　
様 

○
麻
生
　
利
昭
　
様 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

かめだ　　　まみ  たけもり　　 たかひろ いわさき　　　なるみ 

広報おかがき　平成15年5月25日号 

　町民のみなさんに田植え、草取り、稲刈りなどの農業体験をしてもらい、都市と農村の交流や親子の

ふれあいとともに地産地消の理解を求める「ふれあい体験農業」として、４月27日に原区内で田植えが行

われました。30人のみなさんが参加し、ほとんどの人が初めて田んぼに入って田植えをしました。「足が

思うように動かなかったけど、とても楽しかったです。早く自分で植えた稲が大きくなって収穫したお

米を食べてみたいです。」と感想を

話してくれました。稲刈りは８月

下旬の予定で、収穫した米はすべ

て、体験参加者に配られます。協

力していただいた原棚田保存会か

らは「これを機会に、都市部と農

村の交流が進み、消費者のみなさ

んに安全でおいしい米をもっと理

解してもらいたい。来年以降も続

けていけるようがんばりたい。」と

の声が寄せられました。 

　３月９日正午前、西高陽区内の路上に老人男性が

倒れているのを、通りがかった野田清さん（東松原区）

が発見し、消防署に連絡しました。現場に居合わせ

た西高陽区の　橋庄次区長が、帽子に書かれていた

氏名を手掛かりに、東部七団地区長会（高陽・西高陽・

南高陽・東高陽・鍋田・百合ヶ丘・東松原）の各区

長に、身元を照会するための緊急有線放送を依頼し、

その結果、２時間ほどで家族に連絡をとることがで

きました。 

　東部七団地区長会が、日ごろから自主的な情報交

換を行なったり、連絡体制を整えていたことが功を

奏しました。この東部七団地区長会の迅速な行動に

対して、５月１日に町から感謝状が贈られ、通報者

である野田さんは遠賀郡消防署から表彰されました。 

 

ま 
ち 
か 
ど 

プ 

ズ
ー 

ム 

ア
ッ 

ホ
ッ
ト
な
情
報
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 

感謝状が贈られました！ 

　この春の叙勲で、梶原恒雄さん(新海老津区)が長年の消防活動に対

する功績により、勲六等単光旭日章を授章されました。 

　梶原さんは、昭和38年１月に消防団員に任命され、37年３月の長

い間消防活動に従事され、その間消防団長などの要職を勤められま

した。 

おめでとうございます！春の叙勲 

まちとむらネットワーク事業ふれあい体験農業 

　勲六等単光旭日章　梶原　恒雄さん（新海老津区・66歳） 

▼
 

　
▼
写
真
左
か
ら
南
高
陽
区
 
小
畑
区
長
 

西
高
陽
区
 
　
橋
区
長
 

鍋
田
区
 
馬
込
区
長
 

野
田
清
さ
ん（
東
松
原
区
） 

▼
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広報おかがき　平成15年5月25日号 

みんなで育てよう岡垣っ子 
～毎月10日は、みんなで『学校』をのぞいてみよう～ 

 
毎月10日は「学校の日」 

～６月から実施 ～ 
 

　岡垣町教育委員会では、平成13年度から｢個性と創造性をもった心と、関係性の豊か

さとたくましく生きる力を持った人間の育成｣を目標に岡垣町教育基本構想を策定し、

教育改革に取り組んできました。 

　特に、学校改革に積極的に取り組み、学校が家庭や地域と連携・協力して、子どもた

ちが生き生きと学ぶことができる魅力ある学校づくりを推進しています。その一環とし

て「開かれた学校づくり」を推進するため、毎月10日を｢学校の日｣とし、町内一斉に全小

中学校の様子を公開します。 

　今回は、その新しい取り組みについてお知らせします。 

　保護者や地域の人に学校の教育 
活動を公開することで、 
○学校と地域の一層の連携を図り 
　ます。 
○感想や意見をいただき、更なる 
　学校の活性化を図ります。 
○地域とともにある学校づくりを 
　推進します。 
○子どものやる気を高めます。 
 

　毎月10日（休日の場合は翌日。 
今年度は１月が13日となります。） 
を「学校の日」とします。 
○6月から2月まで（夏休みなどは 
　除く）実施します。 
○町内小・中学校一斉に日ごろの 
　学校の様子を（授業参観など）公 
　開します。 
○登校時から下校時まで、どの時 
　間帯でも、だれでも参観できま 
　す。 

普段の授業を公開するもので、「学校の日」のための特別な行事を行うものではありません。 
 

～町民のみなさんとともに、地域に愛される学校づくりを進めていきます～ 

問い合わせ　教育総務課へ 
 

学校の日 

このような目的で このような方法で 

どんな内容を 

広報おかがき　平成15年5月25日号 8

水無月のもよおし・おしらせ 水無月のもよおし・おしらせ 
み　　な　　づき 

町 役 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

福
岡
県
建
築
都
市
部 

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

福
岡
県
保
育
士
試
験
 

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校 

教
育
相
談
を
行
い
ま
す 

農
林
水
産
課  

三
里
松
原
を
守
ろ
う
！
　
 

　
松
く
い
虫
航
空
防
除
を
 

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す
 

社
会
教
育
課  

誘
い
あ
い
、
参
加
し
ま
し
ょ
う
　
 

 
岡
垣
町
人
権
教
育
 

 
 
 
 
推
進
協
議
会
総
会
 

福
岡
県
生
活
労
働
部
少
年
課
 

相
談
し
て
く
だ
さ
い
　
 

　
　
　
　
　
親
と
子
の
悩
み
 

遠
賀
消
防
本
部
 

６
月
１
日
か
ら
　
 

岡
垣
町
に
救
急
車
を
配
備
！
 

福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会 

く
ら
し･

事
業 

　
　
　
　
な
ん
で
も
相
談
会 

陸
上
競
技
連
盟 

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
岡
垣
陸
上
競
技
記
録
会 

 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

  

    　
三
里
松
原
の
松
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、
航
空
防
除

を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
６
月
３
日（
火
）・
17
日

（
火
）
午
前
5
時
か
ら
10
時
（
天
候

の
状
況
に
よ
っ
て
順
延
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）
 

　
当
日
午
前
５
時
か
ら
６
時
ま
で

国
道
4
9
5
号
の
芹
田
交
差
点
か

ら
糠
塚
矧
掛
橋
間
の
通
行
規
制
を

行
な
い
ま
す
。
散
布
に
使
用
す
る

薬
剤
は
Ｍ
Ｅ
Ｐ
剤
（
ス
ミ
パ
イ
ン

36
倍
液
）
と
エ
コ
ワ
ン
3
フ
ロ
ア

ブ
ル
で「
農
薬
取
締
法
」に
基
づ
き

登
録
を
受
け
た
も
の
で
す
。
万
が

一
、
薬
剤
散
布
が
原
因
と
思
わ
れ

る
頭
痛
・
腹
痛
・
吐
き
気
・
め
ま

い
な
ど
と
い
っ
た
身
体
の
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、
役
場
に
連
絡
の

上
、
至
急
病
院
で
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
課
へ
 

     　
町
内
の
90
団
体
が
加
入
す
る
岡

垣
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
総

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
講
演

会
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

と
　
き
　
6
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

講
　
師
　（
財
）福
岡
県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー
館
長
　
安
藤
延
男
氏
 

演
　
題
　「
子
ど
も
の
権
利
」に
つ

い
て
 

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
へ
 

   と
　
き
　
8
月
6
日（
水
）か
ら
8

日（
金
）の
3
日
間
 

と
こ
ろ
 
 
第
一
保
育
短
期
大
学
・

第
一
経
済
大
学（
太
宰
府
市
）
 
 

受
付
期
間
 
6
月
2
日（
月
）か
ら

16
日（
月
）
 

要
綱
・
願
書
の
配
布
　
5
月
26
日

（
月
）か
ら
県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
お
よ
び
各
市
福
祉
事
務
所
 

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
０
９
３

-

２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   と
　
き
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分 

対
　
象
　
聴
覚
障
害
に
よ
る
聞
こ

え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困
っ
て
い

る
お
子
さ
ん（
０
歳
か
ら
15
歳
）や

そ
の
保
護
者
や
関
係
者 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直
方
聾

学
校
�
０
９
４
９-

２
６-

５
３
５

１
へ 

   　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
 

募
集
期
間
　
6
月
2
日（
月
）か
ら

10
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
6
月
2
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
6
9
1-

5
9
7
0
へ
 

   　
福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
の
中

で
、
岡
垣
町
に
関
す
る
議
案
（
岡

垣
町
に
設
置
す
る
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
敷
地
の
位
置
に
つ
い
て
・

永
和
採
石
場
内
木
屑
の
破
砕
処
理

施
設
）が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
傍
聴
に
は
、
傍
聴
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
受
付
は
、

開
催
時
刻
の
30
分
前
か
ら
先
着
順
。

た
だ
し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
 

と
　
き
　
6
月
4
日（
水
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡

市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
行
政
係
 

�
0
9
2-

6
4
3-

3
7
1
1
へ
 

    　
悩
み
を
持
つ
青
少
年
も
、
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
み
な

さ
ん
も
、
ま
ず
は
一
度
電
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
面
接
に
よ
る
相
談

も
行
い
ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
巌
守
し
ま
す
。
 

相
談
電
話
番
号
 

�
０
９
２-

５
０
２-

７
８
６
７
 

と
　
き
　
6
月
10
日（
火
）か
ら
11

日（
水
）午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
生
活
労
働

部
少
年
課
指
導
係
�
０
９
２-

６

４
３-

３
３
８
８
へ
 

        　
岡
垣
町
で
発
生
し
た
家
事
・
救

急
・
救
助
や
そ
の
ほ
か
の
災
害
に

対
し
、
発
生
し
た
事
案
を
最
優
先

に
出
場
し
、
対
応
し
ま
す
。
岡
垣

町
出
張
所
の
車
輌
が
出
動
中
の
場

合
は
、
本
署（
遠
賀
町
）や
分
署（
芦

屋
町
）
か
ら
出
場
し
ま
す
。
火
事
・

救
急
・
救
助
は
局
番
な
し
の
一
一

九
番
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
消
防
本
部
救

急
救
助
係
�
2
9
3-

8
1
2
4
へ
 

    　
行
政
手
続
き･

法
律
一
般
、
税

金
、
な
ん
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

と
　
き
　
６
月
７
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
（
受
付
午
後
３

時
ま
で
） 

と
こ
ろ
　
北
九
州
地
区
・
北
九
州

市
立
商
工
貿
易
会
館
　 

相
談
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
司
法
書
士

会
�
０
９
２-

７
１
４-

３
７
２
１
ヘ 

    

　
自
分
の
力
を
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
記
録
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

と
　
き
　
６
月
８
日（
日
）午
前
９

時
か
ら 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

対
　
象
　
小
学
生
以
上 

種
　
目
　
１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
・

４
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
１
５
０

０
ｍ
・
走
り
巾
と
び
・
走
り
高
と

び 参
加
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
入
江
�
２
８
２-

６
３
８
０
へ 

  

県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
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広報おかがき　平成15年5月25日号 

みんなで育てよう岡垣っ子 
～毎月10日は、みんなで『学校』をのぞいてみよう～ 

 
毎月10日は「学校の日」 

～６月から実施 ～ 
 

　岡垣町教育委員会では、平成13年度から｢個性と創造性をもった心と、関係性の豊か

さとたくましく生きる力を持った人間の育成｣を目標に岡垣町教育基本構想を策定し、

教育改革に取り組んできました。 

　特に、学校改革に積極的に取り組み、学校が家庭や地域と連携・協力して、子どもた

ちが生き生きと学ぶことができる魅力ある学校づくりを推進しています。その一環とし

て「開かれた学校づくり」を推進するため、毎月10日を｢学校の日｣とし、町内一斉に全小

中学校の様子を公開します。 

　今回は、その新しい取り組みについてお知らせします。 

　保護者や地域の人に学校の教育 
活動を公開することで、 
○学校と地域の一層の連携を図り 
　ます。 
○感想や意見をいただき、更なる 
　学校の活性化を図ります。 
○地域とともにある学校づくりを 
　推進します。 
○子どものやる気を高めます。 
 

　毎月10日（休日の場合は翌日。 
今年度は１月が13日となります。） 
を「学校の日」とします。 
○6月から2月まで（夏休みなどは 
　除く）実施します。 
○町内小・中学校一斉に日ごろの 
　学校の様子を（授業参観など）公 
　開します。 
○登校時から下校時まで、どの時 
　間帯でも、だれでも参観できま 
　す。 

普段の授業を公開するもので、「学校の日」のための特別な行事を行うものではありません。 
 

～町民のみなさんとともに、地域に愛される学校づくりを進めていきます～ 

問い合わせ　教育総務課へ 
 

学校の日 

このような目的で このような方法で 

どんな内容を 

広報おかがき　平成15年5月25日号 8

水無月のもよおし・おしらせ 水無月のもよおし・おしらせ 
み　　な　　づき 

町 役 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

福
岡
県
建
築
都
市
部 

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

福
岡
県
保
育
士
試
験
 

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校 

教
育
相
談
を
行
い
ま
す 

農
林
水
産
課  

三
里
松
原
を
守
ろ
う
！
　
 

　
松
く
い
虫
航
空
防
除
を
 

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す
 

社
会
教
育
課  

誘
い
あ
い
、
参
加
し
ま
し
ょ
う
　
 

 
岡
垣
町
人
権
教
育
 

 
 
 
 
推
進
協
議
会
総
会
 

福
岡
県
生
活
労
働
部
少
年
課
 

相
談
し
て
く
だ
さ
い
　
 

　
　
　
　
　
親
と
子
の
悩
み
 

遠
賀
消
防
本
部
 

６
月
１
日
か
ら
　
 

岡
垣
町
に
救
急
車
を
配
備
！
 

福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会 

く
ら
し･

事
業 

　
　
　
　
な
ん
で
も
相
談
会 

陸
上
競
技
連
盟 

参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
岡
垣
陸
上
競
技
記
録
会 

 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

  

    　
三
里
松
原
の
松
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、
航
空
防
除

を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
６
月
３
日（
火
）・
17
日

（
火
）
午
前
5
時
か
ら
10
時
（
天
候

の
状
況
に
よ
っ
て
順
延
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）
 

　
当
日
午
前
５
時
か
ら
６
時
ま
で

国
道
4
9
5
号
の
芹
田
交
差
点
か

ら
糠
塚
矧
掛
橋
間
の
通
行
規
制
を

行
な
い
ま
す
。
散
布
に
使
用
す
る

薬
剤
は
Ｍ
Ｅ
Ｐ
剤
（
ス
ミ
パ
イ
ン

36
倍
液
）
と
エ
コ
ワ
ン
3
フ
ロ
ア

ブ
ル
で「
農
薬
取
締
法
」に
基
づ
き

登
録
を
受
け
た
も
の
で
す
。
万
が

一
、
薬
剤
散
布
が
原
因
と
思
わ
れ

る
頭
痛
・
腹
痛
・
吐
き
気
・
め
ま

い
な
ど
と
い
っ
た
身
体
の
異
常
を

感
じ
た
場
合
は
、
役
場
に
連
絡
の

上
、
至
急
病
院
で
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
課
へ
 

     　
町
内
の
90
団
体
が
加
入
す
る
岡

垣
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
総

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
講
演

会
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

と
　
き
　
6
月
21
日（
土
）午
後
1

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
 

講
　
師
　（
財
）福
岡
県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー
館
長
　
安
藤
延
男
氏
 

演
　
題
　「
子
ど
も
の
権
利
」に
つ

い
て
 

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
へ
 

   と
　
き
　
8
月
6
日（
水
）か
ら
8

日（
金
）の
3
日
間
 

と
こ
ろ
 
 
第
一
保
育
短
期
大
学
・

第
一
経
済
大
学（
太
宰
府
市
）
 
 

受
付
期
間
 
6
月
2
日（
月
）か
ら

16
日（
月
）
 

要
綱
・
願
書
の
配
布
　
5
月
26
日

（
月
）か
ら
県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
お
よ
び
各
市
福
祉
事
務
所
 

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
０
９
３

-

２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   と
　
き
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分 

対
　
象
　
聴
覚
障
害
に
よ
る
聞
こ

え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困
っ
て
い

る
お
子
さ
ん（
０
歳
か
ら
15
歳
）や

そ
の
保
護
者
や
関
係
者 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
直
方
聾

学
校
�
０
９
４
９-

２
６-

５
３
５

１
へ 

   　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
 

募
集
期
間
　
6
月
2
日（
月
）か
ら

10
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
6
月
2
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
6
9
1-

5
9
7
0
へ
 

   　
福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会
の
中

で
、
岡
垣
町
に
関
す
る
議
案
（
岡

垣
町
に
設
置
す
る
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
敷
地
の
位
置
に
つ
い
て
・

永
和
採
石
場
内
木
屑
の
破
砕
処
理

施
設
）が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
傍
聴
に
は
、
傍
聴
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
受
付
は
、

開
催
時
刻
の
30
分
前
か
ら
先
着
順
。

た
だ
し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
 

と
　
き
　
6
月
4
日（
水
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡

市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
行
政
係
 

�
0
9
2-

6
4
3-

3
7
1
1
へ
 

    　
悩
み
を
持
つ
青
少
年
も
、
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
み
な

さ
ん
も
、
ま
ず
は
一
度
電
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
面
接
に
よ
る
相
談

も
行
い
ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
巌
守
し
ま
す
。
 

相
談
電
話
番
号
 

�
０
９
２-

５
０
２-

７
８
６
７
 

と
　
き
　
6
月
10
日（
火
）か
ら
11

日（
水
）午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
 

と
こ
ろ
　
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
生
活
労
働

部
少
年
課
指
導
係
�
０
９
２-

６

４
３-

３
３
８
８
へ
 

        　
岡
垣
町
で
発
生
し
た
家
事
・
救

急
・
救
助
や
そ
の
ほ
か
の
災
害
に

対
し
、
発
生
し
た
事
案
を
最
優
先

に
出
場
し
、
対
応
し
ま
す
。
岡
垣

町
出
張
所
の
車
輌
が
出
動
中
の
場

合
は
、
本
署（
遠
賀
町
）や
分
署（
芦

屋
町
）
か
ら
出
場
し
ま
す
。
火
事
・

救
急
・
救
助
は
局
番
な
し
の
一
一

九
番
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
消
防
本
部
救

急
救
助
係
�
2
9
3-

8
1
2
4
へ
 

    　
行
政
手
続
き･

法
律
一
般
、
税

金
、
な
ん
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

と
　
き
　
６
月
７
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
（
受
付
午
後
３

時
ま
で
） 

と
こ
ろ
　
北
九
州
地
区
・
北
九
州

市
立
商
工
貿
易
会
館
　 

相
談
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
司
法
書
士

会
�
０
９
２-

７
１
４-

３
７
２
１
ヘ 

    

　
自
分
の
力
を
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
記
録
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

と
　
き
　
６
月
８
日（
日
）午
前
９

時
か
ら 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

対
　
象
　
小
学
生
以
上 

種
　
目
　
１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
・

４
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
１
５
０

０
ｍ
・
走
り
巾
と
び
・
走
り
高
と

び 参
加
料
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
　
入
江
�
２
８
２-

６
３
８
０
へ 

  

県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
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あ
ん
ず
の
会  

押
し
花
絵
教
室 

岡
垣
町
婦
人
会 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
　
　
　
　
婦
人
会
の
留
袖 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ 

ー
ト「
遠
藤
剛
史
＆
奥
野
か
お
り 

フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

　
　
　
　
　
新
規
受
講
生
募
集 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
10
 

周
年
記
念
企
画
「
私
の
好
き
な 

本
」
応
募
の
結
果
発
表 

新
規
採
用
職
員
の 

　
　
紹
介
を
し
ま
す 

竹森　太陽 
地域づくり課 

　｢

明
る
く
元
気
に
！｣

が
モ
ッ
ト

ー
の
竹
森
太
陽
で
す
。
遠
賀
町
か

ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。
笑
顔
を
忘

れ
ず
に
心
を
込
め
て
仕
事
を
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

岩崎　成美 
こども未来課東部保育所 

 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
東

部
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
岩

崎
で
す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、
「
木
を

見
て
森
を
見
ず
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

亀田　真美 
社会教育課 

　
入
庁
し
て
１
か
月
た
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
事
も
多

く
、
失
敗
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

１
日
も
早
く
住
民
の
み
な
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

   

と
　
き
　
毎
月
第
１･

２
日
曜
日

の
午
後
１
時
か
ら
４
時 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館 

月
　
謝
　
千
円(

入
会
金
無
料) 

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
　
神
谷

�
２
８
２-
０
８
７
７
ヘ 

    

　
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
婦

人
会
の
留
袖
は
ご
利
用
し
や
す
い

価
格
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
婦
人
会（
東

部
公
民
館
）�
２
８
２-

４
４
３
８
へ 

     

と
　
き
　
６
月
13
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

出
演
者
　
福
士
豊
一
（
津
軽
三
味

線
・
津
軽
民
謡
） 

曲
　
目
　
津
軽
あ
い
や
節
　
ほ
か 

※ 

入
場
無
料 

   

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
音
楽
家
の

演
奏
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ

い
。 

と
　
き
　
６
月
14
日（
土
）午
後
７
時 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル（
全
席
自
由
）

※ 

要
会
員
券 

   

○
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

〜
配
色
レ
ッ
ス
ン
〜 

と
　
き
　
７
月
か
ら
の
第
２
・
４

金
曜
日
①
午
後
１
時
か
ら
３
時
②

午
後
７
時
か
ら
９
時 

と
こ
ろ
　
①
２
０
３
会
議
室
②
２

０
４
会
議
室 

講
　
師
　
村
上
真
弓 

入
会
金
　
二
千
七
百
五
十
円 

受
講
料
　

一
万
六
千
五
百
円（
３
か

月
） 

維
持
費
　
六
百
円(

３
か
月) 

教
材
費
　
約
三
千
六
百
円（
３
か
月
） 

定
　
員
　
各
10
人 

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
・

は
さ
み
・
色
鉛
筆
・
ペ
ー
パ
ー
ボ

ン
ド
ま
た
は
、
の
り 

締
め
切
り
　
７
月
８
日（
火
） 

※
申
し
込
み
は
、
窓
口
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

   

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
応
募
総
数
79
点
の
中
か
ら
厳

正
な
る
抽
選
の
結
果
、
10
人
が
当

選
さ
れ
、
賞
品
と
し
て
図
書
券（
三

千
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
し
た
。
当
選
者
は
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

○
上
林
正
治
郎
さ
ん
○
嘉
村
玲
子

さ
ん
○
小
野
木
か
お
る
さ
ん
○
武

智
祐
耶
さ
ん
○
佐
々
木
美
保
子
さ

ん
○
下
川
陽
子
さ
ん
○
重
留
浩
治

さ
ん
○
西
嘉
文
さ
ん
○
久
藤
崇
晃

さ
ん
○
吹
田
隼
人
さ
ん 

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
原
稿
は
冊

子
に
し
て
、
７
月
か
ら
図
書
館
受

付
で
ご
希
望
の
人
に
差
し
上
げ
ま

す
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。 

  

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
４
月
受
付
分
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
川
原
ト
モ
ヱ
　
様（
高
尾
） 

　
故
　
川
原
　
毅
士 

様
　
47
歳 

○
鐘
ケ
江
辰
江
　
様（
百
合
ヶ
丘
） 

　
故
　
鐘
ケ
江
正
雄 

様
　
90
歳 

○
柴
田
　
　
悟
　
様（
山
田
峠
） 

　
故
　
柴
田
ス
ミ
コ 

様
　
87
歳 

○
松
本
眞
由
美
　
様（
南
山
田
） 

　
故
　
松
本
　
武
信 

様
　
63
歳 

○
立
石
　
瑞
惠
　
様（
鍋
田
） 

　
故
　
立
石
　
秀
樹 

様
　
48
歳 

○
丸
山
　
英
樹
　
様（
福
岡
市
） 

　
故
　
桃
川
　
幸
雄 
様
　
77
歳 

○
麻
生
　
正
之
　
様（
吉
木
） 

　
故
　
麻
生
カ
ネ
子 

様
　
96
歳 

○
梅
野
　
　
實
　
様（
東
黒
山
） 

　
故
　
梅
野
フ
ジ
ヱ 

様
　
94
歳 

○
野
田
　
正
春
　
様（
海
老
津
） 

　
故
　
野
田
　
久
子 

様
　
66
歳 

○
小
野
　
信
義
　
様（
東
黒
山
） 

　
故
　
小
野
　
昌
惠 

様
　
86
歳 

○
石
田
　
フ
ジ
　
様（
波
津
） 

　
故
　
石
田
冨
士
雄 

様
　
83
歳 

○
山
田
千
佐
代
　
様（
新
海
老
津
）

　
故
　
畑
　
　
茂
己 

様
　
73
歳 

○
中
村
　
正
勝
　
様（
鍋
田
） 

　
故
　
中
村
ア
ヤ
子 

様
　
76
歳 

 

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
深
田
　
　
信
　
様 

○
麻
生
　
正
之
　
様 

○
丸
山
　
英
樹
　
様 

○
梅
野
　
　
實
　
様 

○
石
田
　
フ
ジ
　
様 

○
小
野
　
信
義
　
様 

○
麻
生
　
利
昭
　
様 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

かめだ　　　まみ  たけもり　　 たかひろ いわさき　　　なるみ 
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　町民のみなさんに田植え、草取り、稲刈りなどの農業体験をしてもらい、都市と農村の交流や親子の

ふれあいとともに地産地消の理解を求める「ふれあい体験農業」として、４月27日に原区内で田植えが行

われました。30人のみなさんが参加し、ほとんどの人が初めて田んぼに入って田植えをしました。「足が

思うように動かなかったけど、とても楽しかったです。早く自分で植えた稲が大きくなって収穫したお

米を食べてみたいです。」と感想を

話してくれました。稲刈りは８月

下旬の予定で、収穫した米はすべ

て、体験参加者に配られます。協

力していただいた原棚田保存会か

らは「これを機会に、都市部と農

村の交流が進み、消費者のみなさ

んに安全でおいしい米をもっと理

解してもらいたい。来年以降も続

けていけるようがんばりたい。」と

の声が寄せられました。 

　３月９日正午前、西高陽区内の路上に老人男性が

倒れているのを、通りがかった野田清さん（東松原区）

が発見し、消防署に連絡しました。現場に居合わせ

た西高陽区の　橋庄次区長が、帽子に書かれていた

氏名を手掛かりに、東部七団地区長会（高陽・西高陽・

南高陽・東高陽・鍋田・百合ヶ丘・東松原）の各区

長に、身元を照会するための緊急有線放送を依頼し、

その結果、２時間ほどで家族に連絡をとることがで

きました。 

　東部七団地区長会が、日ごろから自主的な情報交

換を行なったり、連絡体制を整えていたことが功を

奏しました。この東部七団地区長会の迅速な行動に

対して、５月１日に町から感謝状が贈られ、通報者

である野田さんは遠賀郡消防署から表彰されました。 

 

ま 
ち 
か 
ど 

プ 

ズ
ー 

ム 

ア
ッ 

ホ
ッ
ト
な
情
報
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 

感謝状が贈られました！ 

　この春の叙勲で、梶原恒雄さん(新海老津区)が長年の消防活動に対

する功績により、勲六等単光旭日章を授章されました。 

　梶原さんは、昭和38年１月に消防団員に任命され、37年３月の長

い間消防活動に従事され、その間消防団長などの要職を勤められま

した。 

おめでとうございます！春の叙勲 

まちとむらネットワーク事業ふれあい体験農業 

　勲六等単光旭日章　梶原　恒雄さん（新海老津区・66歳） 

▼
 

　
▼
写
真
左
か
ら
南
高
陽
区
 
小
畑
区
長
 

西
高
陽
区
 
　
橋
区
長
 

鍋
田
区
 
馬
込
区
長
 

野
田
清
さ
ん（
東
松
原
区
） 

▼
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　アフリカへ毛布を送る運動を行っています。今、

自然災害や紛争のために家もなく不自由な生活を

しているアフリ

カの人たちに送

る毛布を集めて

います。ご協力

いただける毛布

がありました

ら、取りに伺い

ますので６月８

日までに立正佼

成会小倉協会遠

賀道場�282－

0611へご連絡

よろしくお願い

します。 

　岡垣郵便局では、４月21日に樋　町長をはじめとした

多くのみなさんを来賓としてお迎えし、第70回郵政記念

日記念式典を行いました。70回目となる今回は、コロンビ

ア出身のキンテー

ロ・エスティノーサ・

ルース・アンジェ

リカさんを一日郵

便局長としてお迎

えしました。アン

ジェリカさんは郵

便局内を見学した

あと、窓口ロビーで、

花の苗を手渡しで

配っていただき、

お客様にたいへん

喜んででいただき

ました。 

　４月27日、卓球教室を

開催しました。小学生、中

学生を含めた約70人が

参加し、楽しい１日を過

ごしました。 

　自然体での卓球がいか

に大切か、教室のコーチ

は子どもたちにも分かりやすく話していました。 

　　ラージボールを始めませんか？ 

卓球よりひと回り大きなボールで行うラージボールが普及しはじめ、各地で大会などが行われて

いますが、岡垣町でも教室を始めています。毎週木曜日の夜８時から10時にウエーブアリーナで

行っています。会費は町内在住者は月に千円です。興味のある人は一度見学に来てみませんか？ 

問い合わせは、岡垣町卓球連盟会(西村)�282-5107へ　　　　 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

短
　
　
歌 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

川
　
　
柳 

青
葉
短
歌
会 

岡
垣
川
柳
会 

一
般
の
人
の
作
品 

骨
折
交
通
事
故
同
室
の
 

　
　
他
の
四
人
は
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
　
政
平
　
 

蕎
麦
打
ち
の
極
意
に
迫
る
技
の
手
は
 

　
　
　
　
　
刃
音
き
ざ
み
音
熟
練
の
味
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
敏
夫
 

  何
鳥
か
ピ
ー
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
と
し
鳴
き
て
 

　
　
　
今
日
の
私
を
な
ぐ
さ
め
く
れ
る
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
清
美
 

見
つ
め
合
ひ
愛
を
踊
れ
と
レ
ッ
ス
ン
の
 

　
キ
ュ
ー
バ
ン
ル
ン
バ
に
年
を
忘
る
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
京
子
 

わ
が
庭
に
桜
の
花
び
ら
敷
き
つ
め
て
 

　
　
　
春
の
あ
ら
し
は
通
り
過
ぎ
た
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
光
代
 

桜
花
見
れ
ば
春
の
愁
い
か
現
し
世
の
 

　
　
　
向
こ
う
に
逝
き
し
人
々
の
顕
つ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子
 

捨
て
ら
れ
し
子
猫
三
匹
公
園
の
 

　
隅
に
よ
り
そ
い
は
げ
し
く
泣
き
交
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
　
文
子
 

    戦
争
の
罪
に
時
効
は
つ
か
ぬ
も
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
彦
 

腰
車
ア
テ
ネ
へ
続
け
や
わ
ら
ち
ゃ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
哲
哉
 

裏
切
ら
れ
読
む
気
に
な
っ
た
約
款
書
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
よ
う
子
 

急
か
さ
れ
て
や
っ
と
あ
が
っ
た
重
い
腰
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
松
　
　
碧
 

PN．夜々瀬灰人▲ 

PN．大福▲ 

5

卓球教室を 
 開催しました！ 

 

アンジェリカさん1日郵便局長に！ 
第70回郵政記念日記念式典 

 

暖かい毛布と優しさ届けたい 

【原稿と写真は、岡垣町卓球連盟高崎さんの提供】 

【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】 

 

【写真と原稿は岡垣町郵便局の提供】 
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平成15年４月から国民年金額が改正されます 
 １．新法国民年金額〔（ 　）内は月額〕 

種　　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

種　　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

老齢基礎年金 804,200円（67,017円） 797,000円（66,417円） 

障害基礎年金　　１級 
　　　　　　　　２級 

    1,005,300円（83,775円） 
804,200円（67,017円） 

996,300円（83,025円） 
797,000円（66,417円） 

遺族基礎年金 
（妻と子１人の場合） 
（子１人の場合） 

1,035,600円（86,300円） 
804,200円（67,017円） 

1,026,300円（85,525円） 
797,000円（66,417円） 

２．旧法国民年金額〔（ 　）内は月額〕 
 種　　別 平成15年3月まで 平成15年4月から 

３．年金法改正に伴う各種手当月額の改正 

老齢年金 

412,000円（34,333円） 

10年年金　488,600円（40,717円） 

5年年金　415,800円（34,650円） 

408,300円（34,025円） 

10年年金　484,200円（40,350円） 

5年年金　412,100円（34,342円） 

障害年金 
  １級障害  1,005,300円（83,775円） 
２級障害    804,200円（67,017円） 

１級障害　996,300円（83,025円） 
２級障害　797,000円（66,417円） 

母子年金 

基本額　　804,200円（67,017円） 
 
加算額 
（2人目の子）231,400円（19,283円） 
（3人目から）　77,100円（6,425円） 
 
母子加算　231,400円（19,283円） 

基本額　　797,000円（66,417円） 
 
加算額 
（2人目の子）229,300円（19,108円） 
（3人目から）　76,400円（6,367円） 
 
母子加算　229,300円（19,108円） 

遺児年金 

基本額　　804,200円（67,017円） 
加算額 
(2人目の子) 231,400円（19,283円） 
(3人目から) 　77,100円（6,425円） 

基本額　　797,000円（66,417円） 
加算額 
（2人目の子）229,300円（19,108円） 
（3人目から）　76,400円（6,367円） 

老齢福祉年金 
全額支給　412,000円（34,333円） 
一部支給　317,300円（26,442円） 

全額支給　408,300円（34,025円） 
一部支給　316,100円（26,342円） 

※物価スライドについて　 

 　国民年金は「物価スライド制」があり、全国消費者物価指数の変動にあわせて年金額が改正されます。 

　平成14年平均の全国消費者物価指数（総合指数）は、前年比0.9　の下落となり、特例措置がとられて 

　きた平成11年から平成13年の下落分（1.7　）とをあわせて、平成15年度年金額は、2.6　の引き下げ 

　となるが特例措置により平成14年の下落分のみの改定となっています。 

 　年金額改定通知書は、6月上旬に社会保険庁から送付されます。 

①　特別児童扶養手当　１級 

　　　　　　　　　　　２級 

51,550円 

34,330円 

51,100円 

34,030円 

②　特別障害者手当  26,860円 26,620円 

③　障害福祉手当 14,610円 14,480円 

④　経過的福祉手当 14,610円 14,480円 

 ※問い合わせ：①　こども未来課　　②～④　健康福祉課 

国

民年金

○問い合わせ 
　住民課国保年金係へ 

パー 
セント 

パー 
セント 

パー 
セント 
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第131回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～季節の食材を取り入れて～ 

①かしわとフキ入りちらしずし 
②あさりのうしお汁 
③レンコンとアスパラの辛し味噌あえ 
 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

※3つの献立の中から①と③を紹介します。 

○米300�○A＝･酒大1･酢400cc・砂

糖20�･塩小4分の3○ニンジン30�○

シイタケ1枚○ゴボウ30�○かしわ、

フキ、たけのこ各30�○B＝･出し汁適量

･砂糖･ミリン･酒各小1･醤油小2○サラ

ダ油大2○卵1個○ニンジン、レンコン

各20�○絹さや15

《③の材料4人分》 
○レンコン180　○グリーンアスパラ

20　○みそ20　○砂糖小1○練りがら

し少々 

①米は30分前に洗って普通に炊く。 

②ニンジンは千切り、ごぼうはささがき、

　しいたけは戻して千切り。たけのこ

　はゆでて千切り。フキは塩もみして

　さっとゆで、皮を取って小口切り、

　かしわは1�角切りにする。 

③サラダ油でゴボウ、かしわを炒め、

　ほかの②も入れてBで煮る。 

④卵は金糸卵、ニンジンは花形に抜い

　て薄切りにしてゆでる。レンコンは

　ゆでて薄切りにし、穴の周りを取っ

　て花形に切り甘酢漬け。絹さやも色

　よくゆでて斜め切りにしておく。 

⑤炊きあがった①にAと③を混ぜる。 

⑥器に盛り、④を飾り付ける。 

《③の作り方》 
①レンコンは皮をむき、アクを抜いて

　縦２から４割りにし、酢水でゆでる。

　冷めてすりこぎで叩き、一口大の乱

　切りにする。 

②アスパラはハカマを除いてゆで、1.5

　　に切る。 

③味噌、砂糖を火にかけて練り、火を

　止めて酢とからしを混ぜる。 

④①と②と③であえる。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

セン 
チ 

セン 
チ 

11

あ
た
た
か
い
目
で
見
守
ろ
う
小
さ
な
い
の
ち 

 

　
平
成
14
年
度
、
岡
垣
町
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
１
８
８
人
。
今
日
も
町
の
あ
ち
ら 

こ
ち
ら
で
元
気
な
泣
き
声
と
そ
の
声
に
答
え
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ
忙
し
い
日
々
を 

過
ご
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
核
家
族
化
、
少
子
化
が 

進
む
中
、
育
児
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
や
情
報
も
増
え
る
一
方
で
戸
惑
わ
れ
て
い 

る
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
る
か
も
。
今
ど
き
の
育
児
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み
ま 

し
ょ
う
。 

 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

ＡとＢどちらが正しいでしょうか？ 

Ａ 

①赤ちゃんの肌着は 

②おむつの色は 

③果汁や湯ざましは 

④離乳のはじめの魚は 

⑤薄着で育てる方が 

⑥赤ちゃんの入浴は 

⑦日光浴は 

⑧卵の黄身は 

⑨クーラーがあ 
った方が発育に 

⑩おむつは 

木綿がよい 

白がよい 

与えるべきである 

白身がよい 

よ　い 

毎日がよい 

した方がいい 

白身より安全 

よ　い 

布がよい 

木綿でなくてよい 

白でなくてもよい 

必ずしも与えなくてもよい 

赤身でもよい 

それほどでもない 

毎日でなくてもよい 

しなくてもかまわない 

白身と同程度である 

変わりがない 

紙でもよい 

Ｂ 

※Ａの答えは基本的に言われているものですが、Ｂでも間違いではあ 
　りません。 
育児は考え方に幅をもたせて、あまりかしこまらずにまいりましょう。 

○
１
歳
ま
で
の
育
児
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
は「
母
乳
」、「
抱
く
」、「
語
り
か
け
る
」 

　
生
後
６
か
月
ま
で
に
形
成
さ
れ
る
人

を
愛
し
、
愛
さ
れ
、
信
頼
す
る
能
力（
基

本
的
信
頼
感
）は
、『
母
乳
、
抱
く
、
語

り
か
け
る
』こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
を
力
強
く
生
き

抜
く
た
め
の
心
の
元
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
抱
い
た

り
、
語
り

か
け
る
機

会
を
奪
う

お
し
ゃ
ぶ

り
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
は
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
が
ス
ト
レ
ス
に

弱
い
形
で
発
達
を
す
る
の
で
、
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
抱
き
癖
は
赤

ち
ゃ
ん
の
心
が
よ
く
育
っ
た
証
拠
で
す

か
ら
、
育
児
疲
れ
の
お
母
さ
ん
に
は
周

囲
の
人
々
が
そ
っ
と
抱
っ
こ
の
手
を
差

し
の
べ
ま
し
ょ
う
。
昔
な
が
ら
の
お
ん

ぶ
も
い
い
も
の
で
す
。 

　
母
乳
育
児
も
あ
せ
っ
て
は
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
お
話
し
し
な

が
ら
繰
り
返
し
授
乳
し
ま
し
ょ
う
。
周

り
の
人
も
「
お
乳
が
足
り
て
な
い
の
じ

ゃ
な
い
」
な
ど
と
お
ど
か
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。
た
と
え
少
し
足
り
な
い
お

っ
ぱ
い
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
は
う
れ
し
い

も
の
で
す
。 

○
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群 

　
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
、
原
因
も
な

い
の
に
あ
る
日
突
然
亡
く
な
る
、
と
て

も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
乳
幼
児
に
起
こ

る
こ
の
病
気
を
減
ら
す
た
め
に
は
い
く

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

        

○
幼
児
の
事
故
予
防 

　
１
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
死

亡
原
因
の
第
一
位
は「
不
慮
の
事
故
」で

す
。
病
気
で
亡
く
な
る
事
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
事
故
死
や
ケ
ガ
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
家
族
全
員
で
事
故
防
止

の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
応

急
処
置
に
よ
り
助
か
る
命
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
毎
年
７
月
の
に
こ
に
こ
育
児
サ

ー
ク
ル
で
、
子
ど
も
の
応
急
処
置
と
事

故
防
止
の
講
習
会
を
消
防
署
の
協
力
を

得
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
に
接
す
る
の
は
わ
が
子
が
初

め
て
と
い
う
事
も
多
い
時
代
。
親
子
の

出
会
い
の
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
子
ど
も
の
育
ち
や
性
格
は
み
ん
な
違

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
親
の
性
格
も
違
っ

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
性
格
を
理
解
し
、

わ
が
家
風
の
子
育
て
を
見
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。 

こ
ど
も
未
来
課
助
産
師
　
吉
松
　
成
子 

たばこをやめよう。妊娠中も 
生れてからも家族全員ででき 
るだけ禁煙を 

あおむけ寝で育てる 

体の温め過ぎに 
気を付けて 

長時間赤ちゃんを 
１人にしないで 

できるだけ 
母乳で育てる 
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川

原

方

人
 

 

桜
桃
の
咲
く
ひ
と
と
こ
ろ
い
ち
は
や
く

夜
の
明
け
わ
た
り
小
鳥
飛
び
か
ふ
 

咲
き
満
て
る
辛
夷
の
下
に
出
勤
の
公
子

な
ら
ざ
る
吾
子
を
見
送
る
 

夕
さ
り
て
ミ
モ
ザ
の
花
の
降
る
下
に
昔

へ
戻
る
道
を
尋
ね
む
 

祈
り
た
る
こ
と
に
は
触
れ
ず
連
れ
立
ち

て
桜
並
木
の
坂
道
降
る
 

花
の
雨
し
み
ら
に
降
り
て
夕
闇
に
ク
レ

ー
ン
の
影
黒
く
聳
ゆ
る
 

飛
び
た
ち
し
鳩
の
羽
風
に
ひ
と
し
き
り

桜
蕊
降
る
参
道
に
立
つ
 

霞
濃
き
海
に
飛
び
た
る
蒲
公
英
の
夢
は

い
づ
く
の
野
辺
に
開
か
む
 

ラ
イ
ラ
ッ
ク
剪
り
束
ね
た
る
枝
先
に
雨

蛙
な
ほ
去
り
が
て
に
ゐ
る
 

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

俳
　
　
句 木

綿
間
俳
句
会 

岡
垣
乳
垂
俳
句
会 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会 

　参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
域の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名も
可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 

大
阿
蘇
を
正
面
の
大
桜
か
な
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
刈
　
文
枝
 

乗
っ
て
来
し
船
の
居
据
る
浅
蜊
掘
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
久
美
子
 

帽
子
取
り
ふ
か
ぶ
か
と
辞
儀
入
学
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
ノ
下
静
子
 

孕
み
猫
海
人
の
膝
へ
と
甘
へ
寄
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和
恵
美
子
 

   子
に
甘
ヘ
露
天
温
泉
花
八
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
き
く
え
 

み
く
ま
り
の
神
よ
り
も
ら
ふ
植
田
水
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
き
よ
み
 

籠
の
目
を
抜
く
る
川
風
土
筆
つ
む
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
田
鶴
子
 

谷
よ
り
の
風
を
脊
に
し
て
花
見
の
座
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
島
　
清
子
 

   た
ゆ
た
ふ
て
漁
る
ひ
と
り
鳥
雲
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
淑
子
 

夕
東
風
や
男
波
綾
な
す
響
灘
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
　
博
 

春
の
川
水
か
げ
ろ
へ
る
橋
の
裏
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
形
サ
ダ
エ
 

霊
山
の
処
々
抜
ん
出
る
花
の
彩
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
内
ヨ
シ
子
 

握
り
た
て
の
初
筍
の
匂
ひ
か
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
　
博
之
 

ど 

く 

し 

の 
や 

私

書

箱
 

地域ぐるみの楽しい一日 
手野区グラウンドゴルフ大会 

 

未来に残そう 
青い海 

【写真と原稿は手野区長堀克之さんの提供】 

波津の海岸沿い波津の海岸沿い 波津の海岸沿い 

桜

蕊

降

る
 

　青く美しい海を未来の人たちに残す

のは現在の私たちの責任です。 

　海上保安庁では、6月5日から11日ま

での１週間を「海洋環境保全推進週間」

とし、『未来に残そう青い海』をスロー

ガンに海洋環境保全運動を推進します。 

　美しい玄海灘と海岸を守るため、生

活上身近なプラスティック類や空き缶

などのゴミを、川や海に捨てることなく、

海を汚さないようにご協力をお願いし

ます。 

　また、海にゴミを捨てる人を見たり、

油が浮いているのを発見した場合などは、

若松海上保安部(�761-4353)または、
局番なし電話番号｢118｣に通報してく

ださい。 

さ
く
ら
 
 
 
し
べ
 
 
 
ふ
 

こ
ぶ
し
 

あ
　
こ
 

そ
び
 

き
 

た

ん

ぽ

ぽ
 

　4月29日のみどりの日に、内浦小学

校で手野区グラウンドゴルフ大会を開

催しました。薄日の差す空の下、各隣

組対抗で行い、賞品も用意していたこ

ともあり、大変盛り上がりました。優

勝は久世ノ原上組で、個人一位とホー

ルインワン賞は、木村守さんがダブル

受賞しました。そのほかにも多くの受

賞者がでて、区民の親睦も深まったと

ても楽しい一日でした。 
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曽
宮
 
良
壽
（
54
歳
）
 

無所属 
百合ヶ丘区 

　
福
祉
、
環
境
、
教
育
大
き
な
こ
れ
か
ら
の
課
題
解

決
に
は
、
行
政
、
議
会
、
町
民
の
皆
様
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

　
住
み
た
い
ま
ち「
お
か
が
き
」目
指
し
て
、
汗
を
か

き
ま
す
。
 

西
田
 
陽
子
（
53
歳
）
 

無所属 
手野区 

 「
暮
ら
し
の
視
点
を
町
政
に
」岡
垣
町
の
健
康
で
し

た
た
か
な
　
住
民
力
　
を
実
感
し
た
選
挙
で
し
た
。

く
ら
し
は
政
治
、
政
治
は
く
ら
し
で
す
。
住
民
の
声

が
反
映
さ
れ
、
議
会
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
ガ
ラ
ス
張
り
町
政
を
目
指
し
ま
す
。
 

松
井
　
弘
彦
（
60
歳
）
 

無所属 
戸切区 

　
岡
垣
は
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た

緑
豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
岡
垣
町
議
会
議
員

の
一
人
と
し
て
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
岡
垣
の
発

展
に
頑
張
り
ま
す
。
 

 

竹
井
　
和
明
（
74
歳
）
 

無所属 
手野区 

　
現
在
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
子
ど
も
に
残
す
た
め
、

「
人
と
自
然
に
や
さ
し
く
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

田
園
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
町
内
の
皆
様
の
代

弁
者
と
し
て
、
ま
ず
四
町
合
併
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。
 

平
山
 
 
弘
（
63
歳
）
 

日本共産党 
高陽区 

　「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
町
。
清
潔
（
汚
職
･
腐
敗

が
な
い
）で
住
み
よ
い（
く
ら
し
･
福
祉
･
教
育
を
優

先
し
、
自
然
環
境
を
守
る
）町
。
 

　
農
漁
業
･
商
工
業
が
活
き
い
き
し
て
、
経
済
的
･

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
に
光
が
あ
た
る
町
。
 

三
角
　
善
彦
（
31
歳
）
 

無所属 
東海老津区 

　
岡
垣
町
民
の
皆
様
の
気
持
ち
を
活
力
に
し
て
、
い

ま
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
足
下
か
ら
始
め
ま
す
。
 

　
私
は
、
町
民
の
皆
様
方
に
、
元
気
･
笑
顔
･
喜
び

を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

竹
内
　
和
男
（
53
歳
）
 

公明党 
高尾区 

　
今
選
挙
は
、「
疾
風
に
勁
草
の
感
」で
、
激
戦
で
あ

り
ま
し
た
。
町
政
課
題
に
対
し
、
更
な
る
研
鑽
を
つ

み
、
皆
様
の
真
心
に
お
応
え
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
 

早
川
 
達
生
（
65
歳
）
 

無所属 
高倉区 

　
住
み
つ
づ
け
た
い
町
･
岡
垣
と
合
併
問
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
地
方
自
治
を
取
り
ま
く
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
経
験
を
活
か

し
、
行
財
政
改
革
と
郡
内
一
番
の
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
 

矢
島
　
惠
子
（
62
歳
）
 

無所属 
野間二区 

　
町
政
の
主
権
者
は
町
民
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

住
民
の
代
弁
者
と
し
て
真
に
誠
実
、
信
念
、
行
動
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
･
環
境

･
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

土
屋
　
清
資
（
65
歳
）
 

公明党 
高陽区 

　
私
が
皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
事
を
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

　
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
と
安
全
、
希
望

の
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
声
を
思
い
を
町
政
に

反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
 

細
川
　
光
利
（
63
歳
）
 

無所属 
高陽区 

　
今
日
ほ
ど
団
体
自
治
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
方
自

治
の
本
旨
を
守
る
と
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
町
政
、

町
行
政
の
主
体
性
の
確
立
、
町
議
会
の
責
任
と
役
割

が
重
要
で
す
。
議
会
の
活
性
化
の
た
め
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
 

山
田
　
　
一
（
60
歳
）
 

無所属 
三吉区 

　
私
の
政
治
信
条
で
あ
る「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
誠
実
、
公
正
な
活
動
で
、
自
然
豊

か
な
岡
垣
を
守
り
、
元
気
な
町
作
り
を
目
指
し
ま
す
。
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人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

東
松
原 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
糠
塚 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
原
、
内
浦 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

波
津
、
原
、
吉
木
、
高
倉
、
高
塚 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉
、
上
高
倉 

吉
木
、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、
野
間
一
、 

野
間
四
、
旭
台 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
高
倉
、
上
高
倉
、
高
塚
、
塚
原
、 

新
海
老
津
、
野
間
二
、
野
間
三
、
野
間
四 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（火） 

４ 
（水） 

６月の行事予定 
１ 
（日） 

２ 
（月） 

５ 
（木） 

６ 
（金） 
７ 
（土） 

８ 
（日） 

９ 
（月） 

10 
（火） 

11 
（水） 

12 
（木） 

13 
（金） 

14 
（土） 

15 
（日） 

◎
ラ
ブ
ア
ー
ス
･
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
０
３（
岡
垣
町
海
岸
線
一
帯
）9
‥ 
00
〜
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
第
５
回
春
季
大
会「
町
長
杯
」（
ウ
ェ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00 
 

◎
軟
式
野
球
連
盟
・
春
季
大
会「
３
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
８
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
･
町
民
シ
ン
グ
ル
ス
大
会（
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
郡
民
体
育
大
会
予
選
大
会（
町
民
体
育
館
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

  ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

 ◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥
00 
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
福
士
豊
一（
津
軽
三
味
線
・
津
軽
民
謡
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
卓
球
連
盟
･
春
季
大
会（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
裕
寿
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踏
春
日
流（
春
日
寿
聖
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
･
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
遠
藤
剛
史
＆
奥
野
か
お
り
フ
ル
ー
ト
＆
 

　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）９ 
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
３
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
水
道
ま
つ
り（
岡
垣
町
浄
水
場
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
22
回
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
杯（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
陸
上
競
技
連
盟
･
岡
垣
町
陸
上
競
技
記
録
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
･
春
季
大
会（
町
民
体
育
館
）9
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
松
井
歌
謡
教
室
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 
 

６
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 123456789101112131415161718192021222324252627282930
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６月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

６月の行事予定 
16 
（月） 

17 
（火） 

18 
（水） 

19 
（木） 
20 
（金） 

21 
（土） 

22 
（日） 

23 
（月） 

24 
（火） 

25 
（水） 

26 
（木） 

27 
（金） 

28 
（土） 

29 
（日） 

30 
（月） 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
老
人
ク
ラ
ブ
愛
好
会
）」 

（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
福
岡
政
行
」（
白
鴎
大
学
法
学
部
教
授
）」18 
‥ 
45
〜
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟
･
春
季
大
会「
ダ
ブ
ル
ス
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）8
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制
」（
企
画
政
策
室
）（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
相
撲
連
盟
･
高
倉
神
社
夏
越
祭
相
撲
大
会（
高
倉
神
社
相
撲
場
）16 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
宮
部
条
子
･
内
野
京
子（
歌
・
ピ
ア
ノ
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
00
〜
19 
‥ 
00
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
子
宮
が
ん
健
診
･
乳
が
ん
健
診
･
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診「
予
約
制
」※
託
児
あ
り（
い
こ
い
の
里
）
9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
今
日
は
大
漁
？
手
作
り
魚
つ
り
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 ◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
月
例
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）
10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
西
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
西
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
町
長
旗
争
奪
戦
大
会「
２
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
一
般
男
子
大
会（
町
民
体
育
館
　
ほ
か
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
卓
球
連
盟
・
ラ
ー
ジ
・
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
ェ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）8
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
弓
道
連
盟
･
高
倉
神
社
夏
越
祭
東
西
対
抗
百
射
会（
高
倉
神
社
弓
道
場
）9
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

◎
基
本
健
診
･
大
腸
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
胃
が
ん
健
診「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
･
高
塔
山
散
策（
若
松
）8
‥ 
10
〜
15 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
智
賀
流（
智
賀
聖
菊
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
25
回
町
長
旗
争
奪
戦
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
ほ
か
）
７
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
ク
ラ
ブ
対
抗
一
般
女
子
大
会（
町
民
体
育
館
）8
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
〜
 

○国民年金保険料………６月分 

○保育料…………………６月分 

○町営住宅家賃…………６月分 

○固定資産税……………１期分 

○国民健康保険税………１期分 

○町県民税………………１期分 

○心配ごと相談…… 

　13日（金）「いこいの里」 

　20日（金）「東部公民館」 

　27日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　13日（金）・27日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　13日（金）・27日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》 
 

駅前ぎゃらりー 
６月上旬 
……『24時間駅伝参加しました！ 
　　「岡垣町ふれあいチーム」』 
６月下旬 
……『岡垣写真同好会写真展』 
 

税
金
は
　
暮
ら
し
を
守
る
　
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
　
小
平
　
直
矢
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

広報おかがき　平成15年5月25日号 2

　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が4月22日に告示、日に告示、2727

日に投票の日程で行われ、日に投票の日程で行われ、18の議席に、21人の立候補の届け出が人の立候補の届け出が

ありました。今回の選挙の投票率は、ありました。今回の選挙の投票率は、68.48パーセントで、前回パーセントで、前回

の選挙よりの選挙より4.68パーセント減少しました。パーセント減少しました。 

　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、1818人の岡垣町議会議員人の岡垣町議会議員

が決まりました。が決まりました。 

　今回は、当選した　今回は、当選した18人のみなさんの声を聴いてみました。人のみなさんの声を聴いてみました。 

（五十音順・敬称略）（五十音順・敬称略） 

　任期満了に伴う岡垣町議会議員一般選挙が4月22日に告示、27

日に投票の日程で行われ、18の議席に、21人の立候補の届け出が

ありました。今回の選挙の投票率は、68.48パーセントで、前回

の選挙より4.68パーセント減少しました。 

　岡垣サンリーアイで即日開票が行われ、18人の岡垣町議会議員

が決まりました。 

　今回は、当選した18人のみなさんの声を聴いてみました。 

（五十音順・敬称略） 

18人の町議会議員が 
決まりました！ 

 

18人の町議会議員が 
決まりました！ 

 

大
堂
　
圏
治
（
60
歳
）
 

無所属 
南山田区 

　
変
革
に
適
応
で
き
る
行
政
を
!
①
行
財
政
と
議
会

の
改
革
②「
心
の
豊
さ
」を
創
る
町
へ
③
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
④
環
境
行
政
の
充
実
と
促
進
⑤
地
域

循
環
バ
ス
の
運
行
実
現
⑥
住
民
参
画
で
、
「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
 

久
保
田
秀
昭
（
52
歳
）
 

日本共産党 
南高陽区 

　
公
約
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
住
民
の
み
な

さ
ん
の
誠
実
な
声
が
反
映
さ
れ
る
議
会
、
民
主
主
義

が
大
事
に
さ
れ
る
議
会
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
に
な
る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
 

市
津
 
広
海
（
47
歳
）
 

無所属 
原　区 

　
緑
豊
か
な
町
の
継
続
と
、
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
自
立
が

基
本
の
中
、
行
政
財
政
改
革
の
断
行
、
合
併
の
推
進

に
よ
り
、
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
に
努

め
ま
す
。
 

木
原
 
信
次
（
57
歳
）
 

無所属 
海老津区 

　
私
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
を
築
き
、
子

ど
も
た
ち
に
、
輝
け
る
未
来
を
提
供
し
て
い
き
た
い
、

と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
一
生
懸
命
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

勢
屋
 
康
一
（
67
歳
）
 

無所属 
高陽区 

　
今
日
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
岡
垣
を
み
つ
め
て
参
り
ま
す
。
 

　
汗
を
流
し
た
人
が
む
く
わ
れ
る
社
会
づ
く
り
･
四

町
合
併
の
推
進
･
地
産
地
消
･
漁
場
の
整
備（
貝
類
）

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

石
井
 
要
祐
（
66
歳
）
 

無所属 
新海老津区 

　
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
の
地
方
自
治
の
繁
栄
は

行
政
改
革
と
合
併
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
を

図
る
こ
と
が
必
至
と
考
え
る
。
岡
垣
町
の
将
来
が
希

望
も
て
る
よ
う
執
行
部
の
努
力
と
共
に
議
会
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。
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あ
で
 

こ
れ
　
ふ
さ
 

は
く
　
ら
く
 

ぎ
ょ
う
こ
う
 

ゆ

か

り

 

お
さ
 

う
る
 
お
ぼ
 

今
回
は
ボ
タ
ン
（
牡
丹
）
の
話
で
あ
る
。

ボ
タ
ン
は
中
国
を
代
表
す
る
花
で
あ
り
、

百
花
の
王
と
も
言
わ
れ
る
。
 

　
唐
の
時
代
（
六
一
八
年
か
ら
九
○
七

年
）
、
洛
陽
の
街
は
こ
の
花
で
飾
ら
れ

て
い
た
の
で
　
洛
陽
の
花
　
の
雅
名
も

あ
る
。
 

　
わ
が
国
に
は
聖
武
天
皇
（
七
二
四
か

ら
七
四
九
年
）
の
こ
ろ
、
仏
教
の
伝
来

と
と
も
に
渡
来
し
た
と
い
う
。
 

　
ボ
タ
ン
は
古
来
、
美
人
の
艶
や
か
な

姿
に
た
と
え
て
、
「
立
て
ば
シ
ャ
ク
ヤ

ク
座
れ
ば
ボ
タ
ン
」
と
は
や
さ
れ
た
よ

う
に
豊
麗
な
花
で
あ
る
。
 

　
今
、
手
元
に
文
書
が
見
当
た
ら
な
い

た
め
、
空
覚
え
で
し
か
な
い
が
、
江
戸

の
た
ぶ
ん
半
ば
ご
ろ
、
福
岡
藩
の
家
老

が
、
遠
賀
の
山
野
で
狩
り
を
し
た
途
次

に
評
判
を
聞
い
て
、
原
村
に
あ
っ
た
ボ

タ
ン
屋
敷
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ

る
。
藩
政
期
に
は
、
い
ま
の
山
田
峠
辺

り
の
山
野
は
福
岡
藩
の
お
狩
場
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
古
文
書
で
こ

の
こ
と
を
知
り
、
こ
の
ボ
タ
ン
屋
敷
の

こ
と
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
残
念
な

こ
と
に
ボ
タ
ン
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
占
部

家
は
、
す
で
に
原
区
に
は
居
ら
れ
ず
、

家
も
な
く
空
地
に
な
っ
て
い
た
。
 

　
占
部
家
の
こ
と
は
福
岡
藩
士
加
藤
三

太
夫
一
純
が
ま
と
め
た
「
筑
前
国
続
風

土
記
」
に
出
て
い
て
、
そ
の
原
村
の
こ

ろ
に「
村
人
に
占
部
氏
な
る
も
の
あ
り
。

井
上
之
房
に
使
え
し
士
の
子
孫
な
り
。

古
文
書
を
蔵
む
」と
あ
る
。
 

　
井
上
之
房
は
、
高
倉
龍
昌
寺
の
墓
所

が
あ
り
、
黒
田
如
水
か
ら
長
政
、
忠
之

の
三
代
の
藩
主
に
仕
え
た
、
禄
高
一
万

六
千
石
の
黒
田
家
重
臣
で
あ
る
。
 

　
原
で
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
ボ
タ

ン
屋
敷
の
現
当
主
が
宗
像
市
池
浦
に
居

ら
れ
る
事
が
分
か
り
、
早
速
、
そ
の
占

部
昭
三
氏
を
訪
ね
た
。
 

　
当
時
、
小
学
校
の
教
頭
を
し
て
お
ら

れ
た
昭
三
氏
に
お
会
い
し
て
、
ボ
タ
ン

の
こ
と
を
お
聞
き
し
た
が
、
原
に
い
た

の
は
昭
三
氏
の
祖
父
有
平
さ
ん
（
原
で

は
　
伯
楽
ど
ん
　
と
呼
ば
れ
、
馬
の
鑑

定
や
売
り
買
い
を
し
て
い
た
）
ま
で
と

あ
っ
て
、
あ
ま
り
詳
し
い
話
は
聞
け
な

か
っ
た
。
た
だ
、
原
か
ら
こ
こ
に
移
植

し
た
と
い
う
数
株
の
ボ
タ
ン
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
に
止
ま
っ
た
。
 

　
そ
の
後
、
町
の
西
部
を
調
べ
て
い
る

う
ち
に
、
こ
の
原
の
ボ
タ
ン
屋
敷
か
ら

株
分
け
さ
れ
た
ボ
タ
ン
の
所
在
を
、
二

か
所
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
一
つ
は
、
内
浦
で
ボ
タ
ン
屋
敷
と
言

わ
れ
る
長
畑
東
雄
氏
宅
で
、
こ
こ
に
は

早
咲
き
と
遅
咲
き
の
そ
れ
ぞ
れ
三
十
株

ほ
ど
が
見
事
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
 

　
い
ま
一

つ
は
、
新

松
原
の
吉

田
主
税
氏

宅
の
も
の

で
あ
る
。

こ
の
二
か

所
に
ボ
タ

ン
が
株
分

け
さ
れ
た

も
の
と
は

い
え
、
か

つ
て
藩
の

家
老
も
観

賞
し
た
と
い
う
伝
統
の
ボ
タ
ン
を
受
け

継
い
で
、
今
も
そ
の
華
麗
な
容
姿
が
見

れ
る
の
は
僥
倖
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
ボ
タ
ン
は
、
樹
高
一
　
ほ
ど
の
高
さ

で
あ
る
が
、
四
月
か
ら
五
月
の
開
花
期

に
は
直
径
20
�
に
達
す
る
大
形
の
花
弁

を
惜
し
げ
も
な
く
開
く
。
 

　
花
色
は
、
紅
、
紫
、
白
、
淡
紅
色
と

あ
る
が
、
長
畑
家
の
も
の
は
、
淡
紅
色

と
遅
咲
き
が
紅
紫
色
で
あ
る
。
こ
の
ボ

タ
ン
の
樹
齢
は
、
お
そ
ら
く
二
百
年
近

く
は
経
過
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
 

　
藩
政
期
の
岡
垣
で
ボ
タ
ン
栽
植
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
原
村
の

も
の
と
、
吉
木
村
の
鐘
崎
屋
三
輪
家
の

ボ
タ
ン
園
で
あ
る
が
、
三
輪
家
も
す
で

に
無
く
屋
敷
跡
も
留
め
て
い
な
い
。
 

　
こ
の
三
輪
家
と
原
の
占
部
家
が
、
と

も
に
井
上
之
房
の
家
臣
だ
っ
た
家
で
あ

り
、
こ
の
両
家
に
共
通
し
て
ボ
タ
ン
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
な
に
か
偶
然
で
な
い

所
縁
を
感
じ
る
。
因
み
に
、
わ
が
国
で

ボ
タ
ン
の
栽
植
が
最
も
流
行
っ
た
の
は
、

徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
頃
の
宝
永
年
間（
一

七
〇
四
年
か
ら
一
七
一
一
年
）
と
い
わ

れ
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
邦
一
 

原
の
ボ
タ
ン
屋
敷
の
こ
と
 

編
集
 

後
記
 

　６月１日は何の日かご存じですか？そう、この日は岡垣

町でラブ･アース･クリーンアップ2003（海辺の清掃活動）が

あります。役場に勤め始めて１か月ちょっと、ようやく町

の行事などにも目が届くようになりました（仕事に慣れてき

たわけではありませんが…）。では、５月30日は何があるか

分かりますか？その日は、私の23回目の誕生日なんです。

今まで生きてきて、いろんなことがありました。23歳とも

なると、さすがに誕生日プレゼントは期待できません。そ

こで、今年の誕生日は、今までの自分を見つめ直す、反省

会にしようと思います。ゆっくり岡垣の地酒でも飲みつつ、

心の清掃活動と洒落込みたいところです。　　　　　(竹森) 

 

 

　新型肺炎（ＳＡＲＳ）が連日ニュースをにぎわせています。

そんな中でインターネットに載っていたニュースを紹介し

ます。 

　『中国湖北省に住む夫婦が息子に、「サダム（フセイン大統領）・

トウ・サーズ（ＳＡＲＳ）」と命名した（トウは夫婦の姓）。

漢字で、「薩達姆・トウ・非典」。息子はイラク戦争が始ま

った３月20日に誕生し、病院から自宅に連れ帰ったときに

はＳＡＲＳが猛威を振るっていた。ただ、戸籍登録で当局

に許可されないと考えた夫婦は、不本意ながら、登録用に

別の名前も考えたという。』 

　日本でも｢悪魔｣と名付けようとした親もいましたが、こ

ういった名前を付けられた子どもは将来どういった人間に

なるのでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　(村上) 

岡
垣
の
史
話
こ
ぼ
れ
ば
な
し（
３
） 

ひ 
動 

と き 
の 

（４月末） 

人口……31,181人（＋67） 

世帯数…11,142世帯（＋34） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち134人は外国人 

女性…………　　16,441人（＋40） 

男性…………　　14,740人（＋27） 

 

 

出生…22人　　  死亡…26人 

転入…194人　　転出…123人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　４月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

3月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

3月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 82件 
搬送人員　 72件 

出火件数　１件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　 293-3921

　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

咲き誇る長畑家のボタン咲き誇る長畑家のボタン 咲き誇る長畑家のボタン 

セ
ン 

チ 

メ
ー 

ト
ル 
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6月8日(日) 
午前9時から午後3時 

 

岡垣町浄水場 
(岡垣中学校西側)

と　き 

ところ 

国道4
95号

線 

浄水場 

中央公民館 
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岡
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面
↓
 

↑
北
九
州
方
面
 

国
道
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線
 

岡垣中学校 

岡垣町役場 

駐車場 

サンリーアイ 

○ 

○ 
■ 

○ 

○ 

会場 
○来場者全員に、金魚すくい・わた菓
　子をプレゼント！ 
○来場者100人に抽選で、すてきな商
　品が当たります。 
○バナナのたたき売り(10時と11時の
　２回) 
※雨天でも開催します。駐車場は岡垣
　町役場をご利用ください。 
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